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https://www.softball.or.jp/


（2）第 493 号　 2026年（令和８年）４月10日

　

日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ト
ッ
プ
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
あ
る
「
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
チ

ー
ム
」
は
、
２
０
２
６
シ
ー
ズ
ン
に
２
つ
の

大
き
な
国
際
大
会
の
開
催
を
控
え
て
い
る
。

　

７
月
14
日
～
18
日
、
ペ
ル
ー
・
リ
マ
で
開

催
さ
れ
る
「
第
18
回
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
」
で
上
位
２
チ
ー
ム
に

与
え
ら
れ
る
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

フ
ァ
イ

ナ
ル
」
出
場
権
獲
得
を
め
ざ
し
、
９
月
26
日

～
10
月
３
日
、
愛
知
県
安
城
市
で
開
催
さ
れ

る
「
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会 

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
競
技
」
で
は
、
ま
だ
他
の
競
技
団
体
が

成
し
遂
げ
た
こ
と
の
な
い
「
７
大
会
連
続
の

金
メ
ダ
ル
獲
得
」
と
い
う
前
人
未
踏
の
記
録

達
成
に
挑
む
こ
と
に
な
る
。

　

女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
は
、
昨
年
末
「
第

３
次
国
内
強
化
合
宿
」（
２
０
２
５
年
12
月
４

日
～
16
日
：
群
馬
県
高
崎
市
に
て
実
施
）
を

皮
切
り
に
、
年
明
け
早
々
の
１
月
15
日
～
25

日
に
は
「
第
４
次
国
内
強
化
合
宿
」
を
長
崎

県
大
村
市
で
実
施
。
こ
の
「
第
４
次
国
内
強

化
合
宿
」
終
了
後
、
そ
の
足
で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
と
向
か
い
、「
第
１
次
海
外
強
化
合
宿
」

（
１
月
25
日
～
２
月
６
日
）
を
実
施
。「
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
カ
ッ
プ
」
に
出
場
し
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
相
手
に
「
９

戦
全
勝
」。「
ホ
ー
ム
」
の
熱
い
声
援
を
受
け

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
「
苦
戦
」
を
強
い
ら
れ

る
場
面
も
あ
り
は
し
た
が
、
最
後
は
必
ず
勝

利
を
手
に
し
、
優
勝
を
飾
っ
た
（
大
会
結
果

詳
報
・
出
場
メ
ン
バ
ー
等
は
こ
ち
ら
）。

●女子TOP日本代表レポート●

https://www.softball.or.jp/australiacup2026/
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８- ０ WIN８- ０ WIN８- ０ WIN

９- １ WIN９- １ WIN９- １ WIN 14- ０ WIN14- ０ WIN14- ０ WIN

15- １ WIN １- ０ WIN１- ０ WIN１- ０ WIN

　

続
い
て
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
「
第

２
次
海
外
強
化
合
宿
」（
２
月
14
日
～
25
日
）

を
実
施
。
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
強
化
に
励
ん
だ
。

　

「
第
２
次
海
外
強
化
合
宿
」
で
は
、
２
０

０
４
年
に
創
設
さ
れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及

に
尽
力
し
た
指
導
者
メ
ア
リ
ー
・
ナ
ッ
タ
ー
氏

の
遺
志
を
継
い
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
メ
ア

リ
ー 

ナ
ッ
タ
ー 

ク
ラ
シ
ッ
ク
」
に
も
参
加
。

　

Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
（
全
米
大
学
体
育
協
会
）
の
デ

ィ
ビ
ジ
ョ
ン
Ｉ
に
所
属
す
る
オ
ク
ラ
ホ
マ
大

学
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
と
い
っ
た
全

米
の
強
豪
大
学
を
含
む
全
30
チ
ー
ム
、「
全
米

屈
指
の
強
豪
校
」
が
集
結
す
る
全
米
最
大
か

つ
最
も
権
威
の
あ
る
女
子
大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
プ
レ
シ
ー
ズ
ン
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
。

常
に
日
本
と
「
世
界
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」
を
争
う
ア

メ
リ
カ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
屋
台
骨
を
支
え
、

「
花
形
」
で
も
あ
る
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
の
全

米
最
大
級
の
大
会
へ
の
参
戦
が
実
現
し
、
５

試
合
を
行
い
、
５
戦
全
勝
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

「
２
大
会
連
続
の
金
メ
ダ
ル
」、「
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
で
あ
る
日
本
の
「
強

さ
」
を
見
せ
つ
け
る
一
方
、
日
本
に
は
な
い
、

日
本
と
は
異
な
る
、
ア
メ
リ
カ
特
有
の
「
カ

レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
」
の
盛
り
上
が
り
、
ス
ポ
ー

ツ
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

　

年
末
か
ら
２
月
末
ま
で
強
化
に
励
ん
だ
女

子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
の
面
々
は
、
い
っ
た
ん

代
表
チ
ー
ム
と
し
て
の
強
化
を
離
れ
、
各
所

属
チ
ー
ム
に
戻
り
、Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
の
「
開
幕
」

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

MARY NUTTER CLASSIC 日本戦 試合結果

GAME １
vs テキサス工科大学

GAME 2
vs カリフォルニア大学リバーサイド校

GAME ３
vs ラトガース大学

GAME ４
vs ハワイ大学

GAME ５
vs ロヨラ・メリーマウント大学

５戦
全勝

大会概要・大会出場メンバー等はこちら
※スコアをクリックすると試合レポートがご覧になれます

15- １ WIN15- １ WIN

https://www.softball.or.jp/MaryNutterClassic2026/report/game1.html
https://www.softball.or.jp/MaryNutterClassic2026/report/game2.html
https://www.softball.or.jp/MaryNutterClassic2026/report/game3.html
https://www.softball.or.jp/MaryNutterClassic2026/report/game4.html
https://www.softball.or.jp/MaryNutterClassic2026/report/game5.html
https://www.softball.or.jp/MaryNutterClassic2026/
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「
球
春
」
を
告
げ
る
「
全
国
審
判
員
・
記

録
員
中
央
研
修
会
」
が
、
２
月
６
日
（
金
）

～
８
日
（
日
）
の
３
日
間
、
愛
知
県
刈
谷
市

で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
全
国
審
判
員
・
記
録
員
中
央
研
修

会
」
に
は
、
全
国
47
都
道
府
県
協
会
の
審
判

委
員
長
・
記
録
委
員
長
、
ま
た
は
そ
れ
に
準

ず
る
「
指
導
的
役
割
」
を
担
う
審
判
員
・
記

録
員
が
集
結
。
来
る
べ
き
「
新
た
な
シ
ー
ズ

ン
」
に
向
け
、
ル
ー
ル
改
正
点
や
審
判
委
員

会
、記
録
委
員
会
に
関
す
る
「
競
技
者
必
携
」

の
改
訂
・
修
正
点
等
を
研
修
し
た
。

　

こ
の
全
国
審
判
員
・
記
録
員
中
央
研
修
会

は
、
こ
こ
愛
知
県
で
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
、

15
年
（
刈
谷
市
で
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
て

14
年
）
も
の
月
日
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
開

催
地
・
愛
知
県
協
会
・
刈
谷
市
連
盟
の
ご
尽

力
に
は
た
だ
た
だ
頭
が
下
が
る
ば
か
り
で
あ

り
、
そ
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ

て
こ
そ
、
こ
の
研
修
会
が
成
り
立
っ
て
い
る
。

改
め
て
愛
知
県
協
会
・
刈
谷
市
連
盟
の
皆
さ

ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

●
研
修
会
初
日
●

【
は
じ
め
に
】

　

こ
の
研
修
会
は
た
だ
の
研
修
会
で
は
な
く
、

「
伝
達
研
修
会
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

自
ら
の
資
質
向
上
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
こ
こ
で
研
修
し
た
内
容
を
、
こ
の

後
、
実
施
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
伝
達
研
修
会
（
北

海
道
・
東
北
・
関
東
・
北
信
越
・
東
海
・
近

畿
・
中
国
・
四
国
・
九
州
の
９
ブ
ロ
ッ
ク
で
の

研
修
会
）、
各
都
道
府
県
支
部
協
会
伝
達
研
修

会
、
さ
ら
に
は
市
町
村
に
至
る
ま
で
、
こ
の
中

央
研
修
会
で
伝
達
さ
れ
た
内
容
を
「
間
違
い

な
く
」
伝
え
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

改
め
て
確
認
し
て
お
く
が
、
こ
の
研
修
会
で

の
伝
達
内
容
は
日
本
協
会
と
し
て
「
機
関
決

定
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
個
人
の
勝
手
な

解
釈
や
見
解
、
意
見
を
付
け
加
え
る
こ
と
な
く
、

し
っ
か
り
と
伝
達
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

【
審
判
の
部
・

　
　

  

記
録
の
部
合
同
研
修
】

（
１
）
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

　
　
　
　
　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

　

開
講
式
の
後
、
審
判
委
員
会
・
記
録
委
員

会
合
同
で
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
」
を
実
施
。（
公
財
）
日
本
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
の
大
嶽
雄
輝
顧
問
弁
護
士
を

講
師
と
し
て
研
修
を
行
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
「
中
央
競
技
団
体
」（
Ｎ
Ｆ
）

と
し
て
、
本
協
会
の
「
公
認
審
判
員
」「
公

式
記
録
員
」
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

ど
れ
ほ
ど
の
責
任
・
使
命
を
負
っ
て
い
る
の

か
を
改
め
て
確
認
。

　

何
か
不
祥
事
が
あ
れ
ば
、
そ
の
「
日
本
協

会
の
肩
書
」
と
と
も
に
報
道
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
、
組
織
の
一
員
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
っ
た
場
合
、「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
と

い
う
競
技
・
ス
ポ
ー
ツ
に
と
っ
て
、
大
き
な
マ

イ
ナ
ス
と
な
り
、
そ
の
競
技
・
ス
ポ
ー
ツ
に

と
っ
て
甚
大
な
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
り
、

多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
大
き
な
損
失

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
「
責
任
の
重
さ
」
を

伴
う
立
場
に
あ
る
こ
と
を
研
修
し
た
。

（
２
）
２
０
２
６
ル
ー
ル
改
正
点

　

続
い
て
、「
２
０
２
６
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル 

ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ル
ー
ル
」
の
改
正
点
を
研
修
。

　

ま
ず
私
が
「
２
０
２
６
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル 

ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ル
ー
ル
」
の
「
ま
え
が
き
」
を
引

用
す
る
形
で
ル
ー
ル
改
正
点
の
概
要
を
説
明
。

２
０
２
６
年
は
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
（
世
界
野
球
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
連
盟
）
の
４
年
に
一
度
の
国
際
ル
ー
ル

改
正
年
に
あ
た
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
ル
ー

ル
改
正
を
す
ぐ
に
Ｊ
Ｓ
Ａ
ル
ー
ル
（
国
内
ル

ー
ル
）
に
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
本
年
１

月
５
日
に
公
表
さ
れ
た
国
際
ル
ー
ル
の
改
正

内
容
を
ど
の
よ
う
な
形
で
Ｊ
Ｓ
Ａ
ル
ー
ル
（
国

内
ル
ー
ル
）
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
を
慎
重
に

協
議
・
検
討
し
、
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
主
催
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
等
で
の
ル
ー
ル
適
用
・
運
用
を
実
際
に

確
認
・
検
証
し
た
上
で
、
次
年
度
以
降
、
Ｊ

Ｓ
Ａ
ル
ー
ル
（
国
内
ル
ー
ル
）
の
改
正
を
進

め
て
い
く
「
基
本
方
針
」
を
説
明
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
「
安
全
面
」
を

考
慮
し
た
出
血
を
伴
わ
な
い
頭
部
外
傷
へ
の

令和７年度
全国審判員・記録員中央研修会

（続報）

審判の部
日ソ協審判ルール委員長　神谷 和宏
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「
代
替
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
の
適
用
範
囲
拡
大
の

継
続
、
投
手
・
野
手
の
「
フ
ェ
イ
ス
マ
ス
ク
」

着
用
の
明
文
化
、
試
合
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
へ

の
取
り
組
み
、
新
た
に
「
ゴ
ム
ボ
ー
ル
種
別
」

で
採
用
さ
れ
、
使
用
が
開
始
さ
れ
る
「
新
意

匠
ゴ
ム
ボ
ー
ル
」
に
関
連
す
る
ル
ー
ル
改
正
等

の
概
要
を
説
明
し
、
こ
れ
に
続
き
、
遠
藤
記

録
委
員
長
が
今
度
は
そ
の
ル
ー
ル
改
正
点
を

資
料
に
基
づ
き
、
一
つ
ひ
と
つ
確
認
。
何
が
ど

う
変
わ
っ
た
の
か
、
前
年
ま
で
と
比
較
し
な

が
ら
詳
細
な
説
明
・
解
説
を
行
っ
て
く
れ
た
。

※
２
０
２
６
ル
ー
ル
改
正
点

　

一
覧
資
料
は
こ
ち
ら

（
３
）
競
技
者
必
携 

改
訂
・
修
正
点

　

こ
の
後
、
研
修
会
は
「
審
判
の
部
」「
記

録
の
部
」に
分
か
れ
て
の
研
修
と
な
り
、「
審

判
の
部
」
の
研
修
は
、
私
が
改
め
て
ル
ー
ル

改
正
点
・
修
正
点
、
そ
の
具
体
的
な
適
用
に

つ
い
て
解
説
。
次
に
水
野
直
輝
副
委
員
長
が

講
師
を
務
め
、「
競
技
者
必
携
」
の
改
訂
点
・

修
正
点
を
確
認
し
た
。

※
２
０
２
６
競
技
者
必
携 

審
判
の
部

　

改
訂
・
修
正
点
一
覧
資
料
は
こ
ち
ら

（
４
）
審
判
実
務
に
つ
い
て

　

足
袋
抜
豊
松
副
委
員
長
が
講
師
と
な
り
、

「
審
判
実
務
に
つ
い
て
」
研
修
。
翌
日
の
「
実

技
研
修
」
へ
向
け
、「
試
合
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
」、「
打
者
走
者
の
防
具
の
取
り
外
し
」、「
基

本
動
作
の
確
認
」（
球
審
の
構
え
）、「
三
振
振

り
逃
げ
の
ゼ
ス
チ
ュ
ア
と
動
き
に
つ
い
て
」

を
重
点
項
目
と
し
、
研
修
を
進
め
た
。

　

「
試
合
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
、

試
合
の
長
時
間
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
日

本
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
」
で
の
試
合
進

行
に
お
い
て
、「
二
塁
塁
審
も
し
く
は
副
審
」

が
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
で
投
球
間
隔
を
計
時
。

捕
手
が
投
球
を
捕
球
し
て
か
ら
25
秒
以
内
に

投
球
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
「
ク
ロ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
適
用
し
、「
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ワ
ン
ボ
ー
ル
」
と
す
る
こ
と
を
確
認
・
研

修
。
ま
た
、
イ
ニ
ン
グ
間
の
攻
守
交
代
に
つ
い

て
も
、
攻
撃
終
了
と
な
る
「
第
３
ア
ウ
ト
」

か
ら
「
１
分
間
」
で
次
の
イ
ニ
ン
グ
を
始
め
る

ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
た
め
、
１
分
間
の
目
安
と

な
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
（
音
楽
）
を
流
し
、
45
秒
が
経

過
し
た
と
こ
ろ
で
音
楽
を
止
め
、
そ
の
時
点

で
準
備
投
球
は
「
残
り
１
球
」
と
す
る
こ
と

を
徹
底
す
る
よ
う
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

　

こ
れ
ら
に
付
随
し
、
選
手
間
の
打
ち
合
わ

せ
は
１
イ
ニ
ン
グ
１
回
と
す
る
こ
と
、
内
野
手

の
ボ
ー
ル
回
し
も
で
き
る
限
り
円
滑
に
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
行
う
こ
と
等
、
試
合
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
べ
く
研
修
を
行
っ
た
。

　

「
打
者
走
者
の
防
具
の
取
り
外
し
」
に
つ

い
て
は
、
打
者
が
自
打
球
・
死
球
等
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
着
用
し
て
い
る
「
ア
ー
ム
ガ

ー
ド
」（
肘
あ
て
）、「
フ
ッ
ト
ガ
ー
ド
」（
打

者
用
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
）
を
、
四
死
球
等
で
出

塁
し
、
一
塁
に
達
す
る
前
に
取
り
外
す
場
合

は
、
プ
レ
イ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
「
タ
イ
ム
」
を
宣
告
し
、
打
者
走
者

は
そ
の
場
で
防
具
を
取
り
外
し
て
自
チ
ー
ム

の
選
手
に
渡
し
、
一
塁
に
達
す
る
の
を
確
認

し
た
ら
「
プ
レ
イ
」
を
宣
告
。
安
打
で
出
塁

し
た
場
合
は
、
プ
レ
イ
が
一
段
落
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
、「
タ
イ
ム
」
を
宣
告
。
塁

上
で
防
具
を
取
り
外
し
、
自
チ
ー
ム
の
選
手

が
そ
の
防
具
を
取
り
に
行
き
、
取
り
に
行
っ

た
選
手
が
フ
ェ
ア
地
域
を
離
れ
た
の
を
確
認

し
て
「
プ
レ
イ
」
を
か
け
る
。
以
上
を
確
認

し
、
徹
底
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

「
基
本
動
作
の
確
認
」（
球
審
の
構
え
）

に
つ
い
て
は
、
全
国
の
大
会
を
視
察
す
る
と
、

地
域
ご
と
、
都
道
府
県
ご
と
に
バ
ラ
つ
き
が

あ
り
、「
競
技
者
必
携
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
基
本
動
作
を
再
度
徹
底
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
、
こ
の
研
修
会
に
合
わ
せ
て
編
集
・
発

行
さ
れ
た
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ル
ー
ル 

ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
」改
訂
第
７
版
に
は
、

こ
の
「
基
本
動
作
の
確
認
」（
球
審
の
構
え
）

の
「
動
画
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
紹

介
。
そ
こ
に
は
投
球
、
フ
ァ
ウ
ル
チ
ッ
プ
か

ら
身
を
守
る
た
め
の
「
応
用
編
」
の
動
画
も

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
研

修
を
進
め
る
こ
と
を
推
奨
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
、「
競
技
者
必
携
」

の
基
本
動
作
の
「
イ
ラ
ス
ト
」
を
「
写
真
」
に

差
し
替
え
、従
前
以
上
に
「
基
本
動
作
の
確
認
」

を
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く
す
る
変
更
を

加
え
て
い
る
こ
と
も
紹
介
・
説
明
し
た
。

　

「
三
振
振
り
逃
げ
の
ゼ
ス
チ
ュ
ア
と
動

き
に
つ
い
て
」
も
、
同
じ
く
「
オ
フ
ィ
シ

ャ
ル 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ル
ー
ル 

ケ
ー
ス
ブ
ッ

ク
」
改
訂
第
７
版
に
「
動
画
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
す
で
に
Ｊ
Ｄ
リ

ー
グ
・
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
担

当
審
判
員
」
が
先
行
導
入
し
て
い
た
「
三
振

振
り
逃
げ
の
ゼ
ス
チ
ュ
ア
と
動
き
」
に
つ
い

て
も
研
修
を
進
め
、
全
国
の
審
判
員
に
広
め
、

実
践
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

（
５
）
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク

　
　
　

改
訂
第
７
版
紹
介

　

待
望
久
し
か
っ
た
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル 

ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ル
ー
ル 

ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
」
改
訂

第
７
版
に
つ
い
て
、
本
書
の
改
訂
作
業
を
行

っ
た
佐
藤
和
哉
委
員
か
ら
、
そ
の
内
容
を
紹

介
・
説
明
。「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ル
ー
ル 

ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
」
改
訂
第
７
版
で
は
、

新
た
に
「
動
画
」
17
本
が
導
入
さ
れ
、
ス
マ

ホ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
め
ば
、
関
連
す

る
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
新
設
問
題
も

23
題
掲
載
。
新
設
問
題
は
一
目
で
わ
か
る
よ

う
枠
で
囲
み
、
従
前
の
問
題
に
つ
い
て
も
、

設
問
の
状
況
や
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
適
用
と

し
、
何
を
基
準
に
進
塁
さ
せ
、
帰
塁
さ
せ
る

の
か
、
あ
る
い
は
試
合
再
開
の
状
況
は
ど
う

https://www.softball.or.jp/bulletin/index/pdf/2026_Rule_Changes_Definitive.pdf
https://www.softball.or.jp/bulletin/index/pdf/2026_Players_Handbook_Referee_Section_Updates_Definitive.pdf
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す
べ
き
か
等
、
よ
り
具
体
的
に
、
よ
り
明
確
に
、

理
解
で
き
る
よ
う
解
説
を
加
え
、
充
実
の
内

容
と
な
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。「
審

判
員
必
携
の
書
」
と
し
て
常
に
手
元
に
置
き
、

熟
読
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

（
６
）
大
会
を
振
り
返
っ
て

　

私
の
方
か
ら
昨
シ
ー
ズ
ン
の
大
会
を
振
り

返
り
、
総
括
。
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
・
日
本
リ
ー
グ
、

全
日
本
大
会
で
実
際
の
試
合
の
中
で
起
こ
っ

た
「
事
例
」
を
挙
げ
、
問
題
点
・
反
省
点
、

今
後
の
課
題
を
洗
い
出
し
、
今
後
同
じ
こ
と

が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
研
修
し

た
。
よ
り
円
滑
な
大
会
運
営
を
め
ざ
し
、
と

も
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
て
「
審
判

の
部
」
初
日
の
研
修
を
終
了
し
た
。

●
研
修
会
２
日
目
●

【
実
技
研
修
】

（
１
）
基
本
動
作
の
確
認

　

「
審
判
の
部
」
２
日
目
の
研
修
は
場
所
を

双
葉
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
し
、「
実
技
研
修
」。
凍

て
つ
く
寒
さ
の
中
で
の
研
修
と
な
っ
た
が
、
唐

橋
仁
委
員
が
先
頭
に
立
ち
、「
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
」
を
行
い
、
身
体
を
温
め
、
ほ
ぐ
し
た

後
、
中
島
健
二
委
員
を
講
師
に
「
基
本
動
作
」

を
確
認
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
中
に
「
ス
ト
ラ
イ
ク
」

「
ボ
ー
ル
」「
ア
ウ
ト
」「
セ
ー
フ
」
の
大
き
な

声
が
響
き
わ
た
り
、
そ
の
「
基
本
動
作
」
一
つ

ひ
と
つ
を
全
員
で
再
確
認
し
て
い
っ
た
。

（
２
）
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
の
確
認

　

渡
瀬
達
生
委
員
を
中
心
に
「
ス
ト
ラ
イ
ク

ゾ
ー
ン
」
を
確
認
。
ベ
ー
ス
上
に
５
角
柱
の

「
仮
想
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
」
を
立
体
的
に

再
現
す
る
「
秘
密
兵
器
」
が
用
意
さ
れ
、
そ

の
ど
こ
を
通
過
す
れ
ば
「
ス
ト
ラ
イ
ク
」
に

な
る
の
か
を
全
員
で
検
証
・
確
認
。
そ
の
後
、

県
下
の
日
本
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
所

属
チ
ー
ム
、
大
学
生
・
高
校
生
の
チ
ー
ム
の

協
力
を
得
て
、
実
際
に
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
投
げ

る
ボ
ー
ル
を
一
球
一
球
見
極
め
、「
ス
ト
ラ

イ
ク
」「
ボ
ー
ル
」
を
判
定
。
日
本
全
国
ど

こ
へ
行
っ
て
も
、
ど
の
審
判
員
が
判
定
し
て

も
「
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
」
が
統
一
さ
れ
る

よ
う
研
修
に
力
が
注
が
れ
た
。

（
３
）
不
正
投
球
に
つ
い
て

　

私
の
方
か
ら
「
イ
リ
ー
ガ
ル
ピ
ッ
チ
の
判

定
基
準
」
に
つ
い
て
説
明
・
確
認
を
行
っ
た
。

こ
の
と
こ
ろ
の
男
子
、
女
子
の
国
際
大
会
で

の
ル
ー
ル
適
用
・
判
定
基
準
の
検
証
を
進
め

て
き
た
結
果
、
そ
の
適
用
状
況
を
見
る
限
り
、

「
競
技
者
必
携
」
Ｐ
１
２
３
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
「
投
手
板
の
踏
み
方
・
踏
み
出
し
方
」

の
「
図
１
」、「
投
手
板
に
両
足
が
触
れ
、
も

し
く
は
軸
足
を
投
手
板
に
触
れ
な
が
ら
、
自

由
足
を
後
方
に
置
き
、
正
し
く
セ
ッ
ト
し
て

お
り
、
軸
足
の
つ
ま
先
の
位
置
が
変
わ
ら
な

け
れ
ば
、
そ
の
後
の
一
連
の
投
球
動
作
の
中

で
踵
が
投
手
板
か
ら
離
れ
て
も
不
正
投
球
と

は
み
な
さ
な
い
」
と
同
様
の
解
釈
で
、「
軸
足

を
投
手
板
の
後
方
に
置
き
、
つ
ま
先
が
投
手

板
に
触
れ
て
い
る
状
態
で
正
し
く
セ
ッ
ト
し
、

投
球
を
開
始
、
踵
の
位
置
が
変
わ
ら
な
け
れ

ば
、
投
手
板
の
後
端
に
触
れ
て
い
る
状
態
と

み
な
し
、
そ
の
後
の
一
連
の
投
球
動
作
の
中

で
つ
ま
先
が
投
手
板
か
ら
離
れ
て
も
不
正
投

球
と
は
み
な
さ
な
い
」
こ
と
を
全
員
で
確
認
。

ま
た
、「
投
手
板
を
し
っ
か
り
踏
ん
で
い
る

状
態
か
ら
投
手
板
上
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
場

合
も
つ
ま
先
が
投
手
板
の
後
端
に
触
れ
て
い

る
状
態
で
、
踵
の
位
置
が
そ
の
位
置
で
キ
ー

プ
さ
れ
、
そ
の
後
の
一
連
の
投
球
動
作
の
中

で
つ
ま
先
が
投
手
板
か
ら
離
れ
て
も
不
正

投
球
と
は
み
な
さ
な
い
」（
投
手
板
上
を
ス

ラ
イ
ド
さ
せ
る
の
は
合
法
的
な
投
球
動
作
）、

い
ず
れ
も「
不
正
投
球
」と
は
み
な
さ
ず
、「
合

法
的
な
投
球
動
作
」
と
さ
れ
て
い
る
国
際
的

な
ル
ー
ル
の
解
釈
・
適
用
の
動
向
に
基
づ
く

説
明
を
改
め
て
行
っ
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
「
競
技
者
必
携
」
Ｐ
１
２

３
の
「
図
２
」「
図
３
」
に
つ
い
て
も
、
投

手
板
に
触
れ
て
い
る
の
が
「
踵
」
を
「
つ
ま

先
」
に
置
き
換
え
て
考
え
れ
ば
、「
図
１
」

同
様
に
「
合
法
的
な
投
球
動
作
」
で
あ
る
と

解
釈
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

「ケースブック改訂第７版」を紹介・説明する佐藤和哉委員

不正投球の判定基準について確認を行う神谷和宏委員長
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（
４
）
各
塁
の
実
務
指
導
の
要
点

　

球
審
、
一
塁
塁
審
、
二
塁
塁
審
、
三
塁
塁

審
の
「
実
務
指
導
の
要
点
」
の
研
修
が
、
球

審
は
渡
瀬
委
員
、
一
塁
塁
審
は
遠
藤
裕
美
委

員
、
二
塁
塁
審
は
松
本
雄
二
委
員
、
三
塁
塁

審
は
各
務
敏
委
員
が
中
心
と
な
り
、
研
修
を

行
っ
た
。

　

球
審
で
は
、
従
前
「
基
本
」
と
さ
れ
て
き

た
「
左
手
を
前
に
し
て
両
手
を
組
む
」
と
い

う
形
で
な
く
、
膝
の
裏
に
両
手
を
隠
す
形
や

両
手
の
指
を
握
り
こ
ん
で
保
護
す
る
「
安
全

性
重
視
」
の
「
応
用
編
」
の
指
導
に
も
時
間

が
割
か
れ
た
。
こ
の
「
応
用
編
」
は
「
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ル
ー
ル 

ケ
ー
ス

ブ
ッ
ク
」
改
訂
第
７
版
の
「
動
画
」
で
も
紹

介
・
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

一
塁
塁
審
で
は
「
競
技
者
必
携
」
で
修
正

さ
れ
た
判
定
位
置
の
確
認
が
行
わ
れ
、
二
塁

塁
審
、
三
塁
塁
審
に
お
い
て
も
各
塁
に
お
け

る
「
実
務
指
導
の
要
点
」
が
説
明
さ
れ
、
伝

達
の
際
、
必
要
と
な
る
指
導
上
の
要
点
の
解

説
を
行
っ
た
。

（
５
）
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
研
修

　

午
後
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
技
研
修
。

「
競
技
者
必
携
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
に
基
づ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
動
き
を
確
認
。
厳
冬
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
必
死
に
研
修
に
励
ん
だ
。

　

各
都
道
府
県
で
は「
指
導
的
立
場
」に
あ
り
、

後
進
の
指
導
に
あ
た
る
機
会
が
増
え
、
自
分

自
身
が
実
際
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
つ
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
研
修
で
は
「
悪
戦
苦
闘
」

す
る
姿
も
見
ら
れ
た
が
、
徐
々
に
「
往
年
の

勘
」
を
取
り
戻
し
、「
さ
す
が
！
」
の
動
き

を
見
せ
て
く
れ
て
い
た
。

●
研
修
会
最
終
日
●

（
１
）
ル
ー
ル
・
必
携
に
関
す
る

　
　
　

質
疑
応
答

　

「
審
判
の
部
」
最
終
日
の
研
修
は
、「
ル

ー
ル
・
必
携
に
関
す
る
質
疑
応
答
」
の
研
修

か
ら
始
ま
り
、
ま
ず
私
の
方
か
ら
「
試
合
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
」、「
打
者
走
者
の
防
具
の

取
り
外
し
」、「
基
本
動
作
の
確
認
」（
球
審

の
構
え
）、「
三
振
振
り
逃
げ
の
ゼ
ス
チ
ュ
ア

と
動
き
に
つ
い
て
」
の
実
施
内
容
・
伝
達
内

容
を
再
確
認
し
た
。

　

ま
た
、「
競
技
者
必
携
」
に
つ
い
て
は
、

水
野
副
委
員
長
か
ら
「
追
い
タ
ッ
チ
に
な
る

と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
プ
レ
イ
の
と
き
に

は
、
『
競
技
者
必
携
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
図
の
位
置
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
『
見
え
る
位
置
』『
正
し
く
判
定
で
き

る
位
置
』
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
、

前
日
の
実
技
研
修
に
対
す
る
補
足
説
明
が
あ

り
、「
競
技
者
必
携
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

内
容
に
忠
実
に
、
基
礎
・
基
本
を
守
り
な
が

ら
実
践
す
る
中
で
も
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て

は
、
そ
れ
以
上
に
優
先
す
べ
き
事
柄
が
生
じ

る
場
合
、「
応
用
」
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

（
２
）
審
判
員
育
成
に
関
す
る

　
　
　

指
導
資
料

　

小
牧
司
副
委
員
長
か
ら「
低
コ
ス
ト
」「
少

人
数
」
で
も
指
導
可
能
な
「
審
判
員
育
成
に

関
す
る
指
導
資
料
」
が
提
示
さ
れ
、
今
回
の

研
修
会
の
よ
う
に
大
が
か
り
な
も
の
で
な
く

て
も
、
審
判
員
２
～
３
人
、
４
～
５
人
で
実

現
可
能
な
研
修
方
法
が
紹
介
さ
れ
た
。「
ピ

ッ
チ
ャ
ー
が
投
げ
る
ボ
ー
ル
を
実
際
に
判
定

し
な
く
て
は
」「
チ
ー
ム
の
協
力
が
な
け
れ

ば
研
修
会
が
実
現
で
き
な
い
」「
広
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
体
育
館
を
借
り
な
け
れ
ば
研
修
で

き
な
い
」
と
い
っ
た
既
成
概
念
、
固
定
観
念

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
視
点
と

柔
軟
な
発
想
で
研
修
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

可
能
と
す
る
研
修
方
法
が
紹
介
さ
れ
た
。

（
３
）
女
性
審
判
員
の
育
成
に
つ
い
て

　

真
鍋
朗
委
員
と
岡
野
秀
子
委
員
か
ら
は
女

性
審
判
員
の
育
成
へ
向
け
た
提
言
が
あ
り
、

か
つ
て
実
施
・
開
催
さ
れ
て
い
た
「
女
性
審

判
員
研
修
会
」
の
再
開
・
復
活
へ
向
け
た
動

き
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
が
進
む
現
状
を
し

っ
か
り
と
認
識
・
把
握
し
な
が
ら
も
「
女
性

な
ら
で
は
」
の
問
題
に
も
取
り
組
み
、「
女

性
な
ら
で
は
」
の
発
想
を
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
、
体
力
差
・
体
格
差
を
考
慮
し
た
上
で

の
育
成
・
養
成
方
法
、
複
数
人
の
グ
ル
ー

プ
・
仲
間
を
作
っ
て
育
成
し
て
い
く
方
法
論

等
、
興
味
深
い
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

併
せ
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
女
性
リ
ー
ダ

ー
」
の
皆
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
、
今
後
こ
の
活

動
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
て
い
く
と
同
時
に
、

ブ
ロ
ッ
ク
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
都
道
府

県
で
も
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
」
を
発
掘
・
育
成

し
、
審
判
員
の
増
員
に
つ
な
げ
、
組
織
全
体

を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
す
展
望

が
語
ら
れ
、
共
有
さ
れ
た
。

（
５
）
地
区
別
研
修
会

　
　
　

徹
底
事
項

　

足
袋
抜
副
委
員
長
が
「
地
区
別
研
修
会
」

に
お
け
る
徹
底
事
項
を
最
終
確
認
。
こ
の
研

修
会
で
の
伝
達
内
容
は
「
機
関
決
定
」
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
個
人
の
勝
手
な
解
釈
や
見

解
、
意
見
を
付
け
加
え
る
こ
と
な
く
、
し
っ

か
り
と
伝
達
を
行
う
よ
う
改
め
て
強
く
要
請

さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
私
が
研
修
会
を
総
括
。
３
日
間

に
わ
た
る
研
修
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。



（8）第 493 号　 2026年（令和８年）４月10日

は
じ
め
に

　

ス
コ
ア
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
第
５
版

の
発
行
か
ら
２
年
。
新
し
い
記
帳
法
に
も
慣

れ
た
頃
で
は
あ
る
が
、
全
国
大
会
や
リ
ー
グ

に
お
い
て
は
様
々
な
課
題
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
幸
い
緊
急
性
の
高
い
事
案
は
な
い
も
の

の
、
ス
ム
ー
ズ
な
大
会
業
務
を
進
め
る
上
で
、

記
録
の
原
点
に
帰
る
こ
と
を
今
回
の
研
修
の

テ
ー
マ
と
し
た
。

【
第
１
日
研
修
】

（
１
）
競
技
者
必
携
の
改
訂

　

記
録
員
の
減
少
に
伴
い
、
全
国
大
会
の
開

催
地
で
は
記
録
員
の
配
置
に
悩
み
を
抱
え
る

と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
回
、
公

式
記
録
員
規
程
の
改
訂
に
伴
い
、
第
２
種
記

録
員
で
あ
っ
て
も
全
国
大
会
（
日
本
リ
ー
グ
・

Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
を
除
く
）
の
記
録
業
務
に
携
わ

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
若
干
の
経
験
不
足

は
仕
方
な
い
も
の
の
、
大
会
に
関
わ
る
こ
と
で

第
１
種
記
録
員
を
め
ざ
す
き
っ
か
け
に
な
り
、

将
来
の
指
導
者
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

※
２
０
２
６
「
競
技
者
必
携
」
記
録
の
部

　

修
正
・
改
訂
点
一
覧
資
料
は
こ
ち
ら

（
２
）
大
会
を
振
り
返
っ
て

　

全
国
大
会
、
リ
ー
グ
で
の
派
遣
報
告
を
受

け
、
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
。
課
題
の

共
有
を
図
り
、
備
え
る
こ
と
で
よ
り
良
い
記

録
業
務
が
参
加
者
全
員
で
推
し
進
め
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、
打
順
表
提
出
後
に
よ
る
選
手
交
代

に
つ
い
て
は
、
提
出
時
期
に
よ
る
扱
い
の
違

い
が
あ
る
た
め
資
料
を
元
に
内
容
を
再
確
認

し
た
。

（
３
）
記
録
委
員
会
統
一
事
項

　

大
会
記
録
業
務
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い

て
改
め
て
で
は
あ
る
が
確
認
を
行
っ
た
。
昨

年
に
つ
け
加
え
た
「
打
球
等
へ
の
発
声
」
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
定
着
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、

正
し
い
記
録
を
残
す
た
め
に
も
手
段
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
作
業
分
担
と
そ
の
流
れ
の
確
認
。

結
果
資
料
提
供
の
目
標
時
間
な
ど
、
迅
速
な

記
録
作
業
の
処
理
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
で

は
あ
る
が
統
一
し
た
確
認
を
行
っ
た
。

※
記
録
委
員
会 

統
一
事
項

◎ 

全
国
大
会
・
日
本
リ
ー
グ

１
． 

基
本
事
項

（
１
）
公
式
記
録
員
手
引 

～
公
式
記
録
員

の
役
割
と
心
得
～ 

を
遵
守
す
る
こ
と
。

（
２
）
試
合
会
場
に
記
録
集
計
本
部
を
設
置

し
、
コ
ピ
ー
・
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
、
及

び
Ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
環
境
等
を
準
備
す
る
こ
と
。
ま

た
、
Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
ｂ
ｏ
ｘ
を
有
効
に
利
用
し
、

情
報
の
共
有
化
に
努
め
る
こ
と
。

（
３
）
事
前
研
修
会
に
参
加
し
、
ス
コ
ア
リ

ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
を
始
め
、
様
々
な

事
例
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

（
４
）
記
録
員
は
先
発
完
投
形
を
原
則
と
し

令和７年度
全国審判員・記録員中央研修会

（続報）

記録の部
日ソ協記録委員長　遠藤 正人
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４－２項 打順表（ラインアップカード） 

１．打順表（ラインアップカード）は試合開始前に審判員・公

式記録員に提出する。 

  一度提出された打順表の打順は変更できない。 

２．打順表には、チーム名、守備位置、氏名、ユニフォームナ

ンバーを記入する。 

(注) 試合開始後、ユニフォームナンバーの記入誤りが発見されたときは、

訂正して試合を続行すればよい。 

３．監督がプレイヤーを兼ねる場合は、監督の名前を打順表の

選手欄に記入しなければならない。 

４．控え選手の氏名、ユニフォームナンバーは指定された欄に

記入する。なお、打順表に記載のない控え選手は、当該試合

に出場することはできない。 

４－３項 プレイヤー 

１．チームは９人で編成する。 

  指名選手（DP/DESIGNATED PLAYER）を採用した場

合は10人である。 

２．守備チームのプレイヤーは、投手と捕手を除いて、フェア

地域のどの位置に守備してもよい。 

  捕手は捕手席に、投手は各投球の開始時に正しい投球位置

またはピッチャーズサークル内にいなければならない。 

３．チームが試合を開始し、継続するためには、編成に必要な

人数を有していなければならない。 

(注) 編成人数が欠員になったときは没収試合になる。 

４－４項 スターティングプレイヤー 

１．スターティングプレイヤーは、試合開始30分前に、チーム

から打順表が提出され、審判員・公式記録員によって確認さ

れたとき、公式のものになる。 

 
ルール４ プレイヤーと交代 ４－２項 打順表 ４－３項 プレイヤー ４－４項 スターティングプレイヤー 
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２．提出されたのち、突発的なケガや急病の場合は、試合開始

前の審判員と監督の打ち合わせで、そのプレイヤーを他のプ

レイヤーと交代することができ、交代したプレイヤーがス

ターティングプレイヤーになる。 

３．上記２で交代して退いたプレイヤーは、試合中いつでも交

代者として出場できる。 

(注) 打者走者または走者が、死球などの突発的なケガで与えられた塁ま

での走塁が不可能になったときは、代走者と交代し、進塁することが

できる。（この交代は通常の交代であり、代替プレイヤーを使用するこ

とはできない。ただし、頭部外傷の場合を除く） 

４－５項 指名選手（DP／DESIGNATED PLAYER） 

１．指名選手（DP）は打撃専門のプレイヤーで、どの守備者に

つけてもかまわないが、試合開始前に打順表にその記号（DP）

と氏名・ユニフォームナンバーを記入しなければならない。 

２．DPの守備者（FP／FLEX PLAYER）は守備専門のプレイ

ヤーで、打順表の10番目に記入しなければならない。 

３．DPの打順は、その試合中変更することはできない。 

４．DP、FPがスターティングプレイヤーであれば、いったん

試合から退いても、いつでも一度に限り「再出場」できる。 

  ただし、自己の元の打順を受け継いだプレイヤーと交代し

なければならない。 

５．DPはいつでもFPの守備を兼ねることができる。また、FP

はいつでもDPの打撃・走塁を兼ねることができる。 

６．DPはいつでもFP以外のプレイヤーの守備も兼ねることが

できる。そのとき、DPが守備を兼ねたプレイヤーは打撃のみ

を継続し、この選手を打撃専門選手（OPO／OFFENSIVE 

PLAYER ONLY）と呼ぶ。 

 
ルール４ プレイヤーと交代 ４－４項 スターティングプレイヤー ４－５項 指名選手 
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４－２項 打順表（ラインアップカード） 

１．打順表（ラインアップカード）は試合開始前に審判員・公

式記録員に提出する。 

  一度提出された打順表の打順は変更できない。 

２．打順表には、チーム名、守備位置、氏名、ユニフォームナ

ンバーを記入する。 

(注) 試合開始後、ユニフォームナンバーの記入誤りが発見されたときは、

訂正して試合を続行すればよい。 

３．監督がプレイヤーを兼ねる場合は、監督の名前を打順表の

選手欄に記入しなければならない。 

４．控え選手の氏名、ユニフォームナンバーは指定された欄に

記入する。なお、打順表に記載のない控え選手は、当該試合

に出場することはできない。 

４－３項 プレイヤー 

１．チームは９人で編成する。 

  指名選手（DP/DESIGNATED PLAYER）を採用した場

合は10人である。 

２．守備チームのプレイヤーは、投手と捕手を除いて、フェア

地域のどの位置に守備してもよい。 

  捕手は捕手席に、投手は各投球の開始時に正しい投球位置

またはピッチャーズサークル内にいなければならない。 

３．チームが試合を開始し、継続するためには、編成に必要な

人数を有していなければならない。 

(注) 編成人数が欠員になったときは没収試合になる。 

４－４項 スターティングプレイヤー 

１．スターティングプレイヤーは、試合開始30分前に、チーム

から打順表が提出され、審判員・公式記録員によって確認さ

れたとき、公式のものになる。 
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２．提出されたのち、突発的なケガや急病の場合は、試合開始

前の審判員と監督の打ち合わせで、そのプレイヤーを他のプ

レイヤーと交代することができ、交代したプレイヤーがス

ターティングプレイヤーになる。 

３．上記２で交代して退いたプレイヤーは、試合中いつでも交

代者として出場できる。 

(注) 打者走者または走者が、死球などの突発的なケガで与えられた塁ま

での走塁が不可能になったときは、代走者と交代し、進塁することが

できる。（この交代は通常の交代であり、代替プレイヤーを使用するこ

とはできない。ただし、頭部外傷の場合を除く） 

４－５項 指名選手（DP／DESIGNATED PLAYER） 

１．指名選手（DP）は打撃専門のプレイヤーで、どの守備者に

つけてもかまわないが、試合開始前に打順表にその記号（DP）

と氏名・ユニフォームナンバーを記入しなければならない。 

２．DPの守備者（FP／FLEX PLAYER）は守備専門のプレイ

ヤーで、打順表の10番目に記入しなければならない。 

３．DPの打順は、その試合中変更することはできない。 

４．DP、FPがスターティングプレイヤーであれば、いったん

試合から退いても、いつでも一度に限り「再出場」できる。 

  ただし、自己の元の打順を受け継いだプレイヤーと交代し

なければならない。 

５．DPはいつでもFPの守備を兼ねることができる。また、FP

はいつでもDPの打撃・走塁を兼ねることができる。 

６．DPはいつでもFP以外のプレイヤーの守備も兼ねることが

できる。そのとき、DPが守備を兼ねたプレイヤーは打撃のみ

を継続し、この選手を打撃専門選手（OPO／OFFENSIVE 

PLAYER ONLY）と呼ぶ。 

 
ルール４ プレイヤーと交代 ４－４項 スターティングプレイヤー ４－５項 指名選手 
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上に着用することは認めない。 

  ただし、特別の事情（投手が走者になったときなど）によ

り審判員が認めた場合を除く。 

イ．試合中に、ユニフォームナンバーの誤りが発見された場合

は、監督会議で確認されている番号に訂正させる。 

ウ．打順表にユニフォームナンバーが誤って記入されていた場

合も、正しい番号に訂正させる。 

⑸ 使用球 

 審判員は、使用前に手でこすって滑りを止めておくこと。 

 また、試合前、チームに大会使用球（試合球）を貸与し、練習

等に使用させてはならない。 

⑹ ロジン 

 審判員の確認したロジンでなければならない。 

 （全国大会では大会本部で準備する。ただし、チームが持参し

たものであっても事前に審判員の確認を受けたものであれば使用

することができる。） 

⑺ ボール、バットのマーク・検定印等 

 「用具の手引」（P168）を参照のこと。 

５．審判委員会申し合わせ事項 
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５．プレイヤーと交代について 

⑴ 大会要項によるベンチ内の人数の点検確認をする。 

⑵ 球審は、試合中、打順表を保持しなければならない。 

⑶ 選手交代の通告 

ア．球審は、プレイヤーの交代の通告を受けたら、記録員に伝

え、放送員が直ちに場内放送を通じて発表しなければならな

い。相手チームのベンチに告げに行く必要はない。 

  なお、放送設備のないときは、本塁付近から記録員、相手

チームに分かるように大声で発表すればよい。 

  交代の通告は、先に交代して退く選手（ＯＵＴ）から通告

し、その後、交代して新たに入る選手（ＩＮ）を通告する。

（ユニフォームナンバーも含む） 

イ．監督がいるにもかかわらず、他のコーチが選手交代を通告

しても、これを受理してはならない。 

ウ．打順表の最終確認終了後であれば、プレイボール宣告前で

あっても、その交代は認められる。（この交代はスターティ

ングプレイヤーの変更ではなく、通常の選手交代と同様に扱

う。交代した選手が次に出場する場合には「再出場」となる） 

⑷ DP（指名選手） 

  〔DP〕 ・攻撃を行う選手 
  ・再出場できる 
  ・守備にも参加できる 
  ・守備のみはできない 

 〔FP〕 ・守備を行う選手 
  ・再出場できる 
  ・攻撃にも参加できる 
  ・攻撃のみはできない 

覚えたい３つのキーポイント 
①FP は攻撃のみのプレイはできない。 
②DP は守備のみのプレイはできない。 
③DP と FP は同時に攻撃はできない。 

DP および FP のいずれの交代についても、必ず通告
しなければならない。 

―　　―39

ルール P46

ルール P47

必
携
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な
が
ら
も
、
記
録
員
の
育
成
に
も
配
慮
す
る

こ
と
。

（
５
）
審
判
記
録
会
議
に
は
必
ず
出
席
し
、

競
技
規
則
等
の
確
認
を
す
る
こ
と
。

（
６
）
前
日
ま
で
の
準
備
が
大
会
成
功
の
鍵

と
な
る
た
め
、
機
器
の
点
検
や
Ｐ
Ｃ
集
計
の

た
め
の
チ
ー
ム
名
や
選
手
名
な
ど
デ
ー
タ
点

検
は
必
ず
行
う
こ
と
。

（
７
）
試
合
当
日
は
定
め
ら
れ
た
時
間
に
集

合
し
、
全
体
朝
礼
や
記
録
員
朝
礼
に
参
加
す

る
こ
と
。

（
８
）
ス
コ
ア
カ
ー
ド
は
関
係
各
所
に
提
供

す
る
た
め
、
コ
ピ
ー
や
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
利
用

す
る
の
で
鉛
筆
ま
た
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル

（
Ｂ
、
２
Ｂ
）
を
使
用
し
、
文
字
は
楷
書
で

丁
寧
に
書
く
こ
と
。

（
９
）
試
合
前
、
担
当
審
判
員
・
放
送
員
と

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
、
連
携
を
密
に

す
る
こ
と
。

（
10
）
打
球
等
へ
の
「
発
声
」
を
心
掛
け
、

プ
レ
イ
に
対
す
る
正
し
い
記
録
を
残
す
こ
と
。

（
11
）
記
録
帳
票
（
特
に
３
号
、
４
号
）
の

提
供
に
は
間
違
い
や
モ
レ
が
無
い
よ
う
事
前

に
点
検
を
行
う
こ
と
。

（
12
）
報
道
関
係
へ
は
す
べ
て
記
録
本
部
か

ら
連
絡
・
回
答
す
る
こ
と
（
報
道
責
任
者
と

連
携
す
る
）。
な
お
、
報
道
関
係
者
の
要
望

に
は
可
能
な
限
り
応
え
る
こ
と
。

（
13
）
降
雨
等
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態
が
悪
く
、

整
備
が
行
わ
れ
る
と
き
に
は
、
積
極
的
に
参

加
し
、
試
合
の
進
行
に
協
力
す
る
こ
と
。

２
．
資
格
制
度
の
徹
底
に
つ
い
て

　

全
国
大
会
、
地
区
大
会
、
支
部
大
会
で
の

記
録
は
、
決
め
ら
れ
た
資
格
者
が
担
当
す
る

こ
と
。

３
．
日
本
協
会
派
遣
記
録
員
に
つ
い
て

（
１
） 

全
国
大
会

①
︱
１

記
録
委
員
会
委
員
が
派
遣
さ
れ
る
場
合

（
国
ス
ポ
以
外
）

・
大
会
記
録
長
：
日
本
協
会
記
録
委
員
長

・
副
委
員
長
：
委
員

①
︱
２

記
録
委
員
会
委
員
が
派
遣
さ
れ
る
場
合

（
国
ス
ポ
）

・
大
会
記
録
長
：
日
本
協
会
記
録
委
員
長

・
大
会
副
記
録
長
：
日
本
協
会
記
録

　

副
委
員
長
、
委
員 

※
種
別
毎

②
記
録
委
員
会
委
員
の
派
遣
さ
れ
な
い

　

場
合

・
大
会
記
録
長
：
開
催
地
記
録
委
員
長

（
２) 

日
本
リ
ー
グ
／
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ

①
記
録
委
員
会
委
員
が
派
遣
さ
れ
る
場
合

・�

大
会
記
録
長
：
日
本
協
会
記
録
委
員
長
、

副
委
員
長
、
委
員

・
大
会
副
記
録
長
：
開
催
地
記
録
委
員
長

②
記
録
委
員
会
委
員
以
外
の

　

リ
ー
グ
記
録
員
が
派
遣
さ
れ
る
場
合

・
大
会
記
録
長
：
開
催
地
記
録
委
員
長

・
大
会
副
記
録
長
：
開
催
地
記
録
副
委
員
長
等

・
リ
ー
グ
記
録
員
：
日
本
協
会
記
録
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

が
指
名
し
た
記
録
員

４
．
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て

（
１
）
前
年
に
開
催
さ
れ
る
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
で
は
、
日
本
協
会
記
録
委
員
会
と
連
携
を

保
ち
つ
つ
、
本
大
会
と
同
様
の
業
務
運
営
を

行
う
こ
と
。

（
２
） 

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
終
了
後
、
す
み
や

か
に
反
省
会
を
行
い
、
本
大
会
へ
向
け
た
準

備
を
行
う
こ
と
。

◎ 

国
際
記
録

　

Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
ス
コ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
ル
に
基
づ

き
、
国
際
大
会
で
の
記
帳
が
可
能
な
ラ
イ
セ

ン
ス
を
有
し
た
記
録
員
の
育
成
を
図
る
。

◎ 

認
定
会

１
．
第
３
種
認
定
会

　

公
式
記
録
の
初
歩
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
ス
コ
ア
の
魅
力
が
受
講
者
に
伝
わ
る
よ

う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

２
．
第
２
種
認
定
会

　

実
務
（
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
記
帳
）
を
十
分

に
積
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
記
帳
や
集
計
の

楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

３
．
第
１
種
認
定
会

　

事
前
研
修
を
十
分
行
い
、
受
講
者
の
理
解

度
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

（
４
）
グ
ル
ー
プ
討
議

　

実
際
に
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
で
行
わ
れ
た
難
解
な

交
代
通
告
に
つ
い
て
、
事
例
を
使
い
な
が
ら

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
検
討
。
理
解
に
苦
し
む

通
告
内
容
を
「
パ
ズ
ル
」
を
解
く
よ
う
に
し

て
進
め
て
い
く
た
め
、
議
論
が
白
熱
。
特
に

兼
務
の
通
告
と
解
除
に
つ
い
て
は
チ
ー
ム
へ

正
し
く
周
知
す
る
こ
と
の
重
要
性
も
伝
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

グループ討議
資料 6 選手交代事例（DP・FP・OPO）問題はこちら
資料 6 選手交代事例（DP・FP・OPO）解答はこちら

https://www.softball.or.jp/bulletin/index/pdf/Player_Substitution_Case_Studies.pdf
https://www.softball.or.jp/bulletin/index/pdf/Player_Substitution_Case_Studies_Answers.pdf
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【
第
２
日
研
修
】

（
５
）
ス
コ
ア
カ
ー
ド
点
検
の
留
意
点

　

点
検
不
要
な
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
記
帳
を
め

ざ
し
な
が
ら
も
、
実
際
の
ス
コ
ア
カ
ー
ド
に

は
勘
違
い
を
含
め
た
誤
り
も
散
見
さ
れ
る
。

試
合
終
了
後
、
報
道
関
係
者
へ
の
迅
速
な
記

録
提
供
を
目
指
す
た
め
に
も
、
短
時
間
で
点

検
す
る
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。
間
違
い
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
等
、
事
例

を
通
じ
て
把
握
す
る
こ
と
で
記
帳
ス
キ
ル
向

上
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
第
１
種
認
定
会

の
実
技
に
関
す
る
学
習
材
料
に
も
な
る
の
で
、

広
く
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

※
資
料
５
︱
１

　

ス
コ
ア
カ
ー
ド
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
は
こ
ち
ら

※
資
料
５
︱
２

　

ス
コ
ア
カ
ー
ド
点
検
に
関
す
る
留
意
点

　

（
Ｂ
Ｏ
Ｘ
問
題
）
は
こ
ち
ら

　

（
Ｂ
Ｏ
Ｘ
問
題
・
解
答
）
は
こ
ち
ら

※
資
料
５
︱
３

　

ス
コ
ア
カ
ー
ド
点
検
に
関
す
る
留
意
点

　

（
交
代
問
題
）
は
こ
ち
ら

※
資
料
５
︱
４

　

ス
コ
ア
カ
ー
ド
点
検
に
関
す
る
留
意
点

　

（
集
計
問
題
）
は
こ
ち
ら

　

（
集
計
問
題
・
解
答
）
は
こ
ち
ら

（
６
）
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
点
検

　

点
検
の
留
意
点
で
学
ん
だ
こ
と
が
生
か
せ

る
か
ど
う
か
を
腕
試
し
す
る
た
め
、
点
検
問

題
に
取
り
組
ん
だ
。
制
限
時
間
が
短
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
様

子
も
う
か
が
え
た
。
経
験
値
を
高
め
る
た
め
、

問
題
に
つ
い
て
は
繰
り
返
し
行
う
こ
と
を
お

薦
め
し
た
い
。

（
７
）
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
記
帳
・
確
認

　

映
像
を
見
な
が
ら
実
際
の
ス
コ
ア
を
記
帳

す
る
研
修
を
行
っ
た
。
教
材
的
に
は
４
年
前

の
も
の
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
利
用
し
た
の

で
、
難
易
度
は
優
し
い
部
類
に
入
る
が
、
迅

速
か
つ
正
確
に
記
帳
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
今
回
研
修
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
発

声
」
を
意
識
す
る
こ
と
を
優
先
し
な
が
ら
進

め
た
。
全
員
が
１
球
、
１
打
席
ご
と
に
声
を

出
す
こ
と
で
、
プ
レ
イ
の
確
認
が
で
き
、
よ

り
精
度
の
高
い
ス
コ
ア
を
残
す
こ
と
が
で
き

る
。
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
す
る
こ
と
な
く
、
選
手

の
記
録
を
正
し
く
残
す
た
め
の
小
さ
な
工
夫

で
は
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と
全
国
各
地
に
伝

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

記
帳
の
確
認
を
終
え
た
後
、
さ
ら
に
も
う

一
度
映
像
を
見
な
が
ら
、
発
声
だ
け
行
う
研

修
を
行
っ
た
。
隣
同
士
で
交
互
に
発
声
し
、

片
方
は
発
声
の
確
認
。
補
助
者
の
立
場
と
な

っ
て
記
帳
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
も
つ

な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

会場     04 分 受講番号

     01 分 氏名

     53 分 

04 分 

③③

②

②

13 31 17
15 14 1012 29

17

44 58 68
18 48

11 1・
17

敵 失

小川 麻琴

・・
・・

｜｜

・・
◯◯

◯◯

・・
・・
・・

▽▽
・・
｜｜

1・

・・
・・
・・

▽▽
▽▽
・・
・・

｜｜

・・
・・
｜｜

・・

｜｜

・・

・・
◯◯
｜｜
｜｜

8

加護 亜依

紺野 あさ美

6

▽▽
・・

9

14

20

◯◯
▽▽
・・

1 ・

3
安 打 1 ・

・・
◯◯

12

3

・・

・・
・・
｜｜

・・

▽▽
｜｜

捕逸
2

4
4 4

1

3

・

◯◯

飯田 圭織

・・
・・
◯◯
・・

◯◯
▽▽

14

0

11 22 33

20

◯◯
・・
・・
｜｜

・・

6

7 ▽▽

・・
｜｜

・・
・・

◯◯
・・

10

№

・・
・・

110077 88 99

5x0002

1 2 3 4 5 6 7 8 9

－

0 1

 第 １ 回戦  準々決勝  準決勝  決 勝      リーグ

6644 55

年  月  日

10 11 12 計

1 0 1 0 1 3

位
置

1

チーム名

モーニング女子学園

千葉県立AKB高等学校

2

保田 圭

3

中澤 裕子

4

安倍 なつみ

第 ２ 日 ・ 第 １ 試合

⽯⿊ 彩

2025(R7)年度 中央研修会 点検問題

補
殺

刺
殺

失
策

モーニング女子学園

福田 明日香

後藤 真希

3

1

3

1

・・
・・
・・
◯◯

9

11

1

◯◯
・・
・・

◯◯
・・
◯◯

⽯川 梨華

TR

｜｜
｜｜

・・
◯◯
｜｜

◯◯

7

矢口 真里

・・
・・

併殺

投球数

21
打 数

11

2

1

4

7

1

8

6

メモ

5

9

H DP

TR

試合開始

9

打
席

打
数

     9 時  

試合終了      11 時    

試合時間      1 時間 

7
中断時間 時間

中断理由

紺野あさ美  安倍 なつみ

天候

晴  曇  雨

四
球

死
球

三
振

盗
塁

残
塁

打
妨

安
打

得
点

打
点

犠牲打

ﾊﾞﾝﾄ ﾌﾗｲ

31

選手負傷治療

2

・・
◯◯

◯◯
・・

保田 圭 ②

41 1 0

三
塁
打

11 0
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ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
点
検
の
問
題

試
合
映
像
を
見
な
が
ら
「
発
声
」
を
意
識
し
、

ス
コ
ア
カ
ー
ド
を
記
帳
す
る
研
修
を
実
施

https://www.softball.or.jp/bulletin/index/pdf/Scorecard_Check.pdf
https://www.softball.or.jp/bulletin/index/pdf/Scorecard_Check_BoxQuestions.pdf
https://www.softball.or.jp/bulletin/index/pdf/Scorecard_Check_BoxAnswers.pdf
https://www.softball.or.jp/bulletin/index/pdf/Scorecard_Check_SubstitutionQuestions.pdf
https://www.softball.or.jp/bulletin/index/pdf/Scorecard_Check_TabulationQuestions.pdf
https://www.softball.or.jp/bulletin/index/pdf/Scorecard_Check_TabulationAnswers.pdf
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【
第
３
日
研
修
】

（
８
）
ス
コ
ア
カ
ー
ド
点
検
の
確
認

　

前
日
に
行
っ
た
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
点
検
問

題
に
つ
い
て
正
答
を
伝
達
。
第
１
種
認
定
会

実
技
問
題
に
比
べ
、
よ
り
指
導
者
に
必
要
な

点
検
ポ
イ
ン
ト
に
も
触
れ
た
。
通
常
の
試
合

で
は
起
こ
ら
な
い
ほ
ど
数
多
く
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
正
答
率

が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
各
自
が
さ

ら
に
自
己
研
鑽
に
目
覚
め
て
く
れ
る
こ
と
に

期
待
し
た
い
。

（
９
）
国
際
大
会
派
遣
報
告

　

昨
年
８
月
、
中
国
・
成
都
市
で
開
催
さ

れ
た
「
第
12
回 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ 

Ｇ
ａ
ｍ
ｅ
ｓ 

２
０
２
５
」
に
派
遣
さ
れ
た
八
木
委
員
よ
り

報
告
を
行
っ
た
。
派
遣
に
つ
い
て
は
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ

（
世
界
野
球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
）
か
ら
直
接

指
名
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
か
ら
は
３
名
が
参

加
。
試
合
前
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
判
明
し
た

こ
と
だ
が
、
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
試
合
で
は
３
名
１
組

（
メ
イ
ン
ス
コ
ア
担
当
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
ス
コ
ア

担
当
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
入
力
担
当
）
と
な
り
記
録

を
残
す
。
し
か
し
な
が
ら
責
任
者
（
イ
タ
リ

ア
）
を
除
け
ば
台
湾
・
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
の
ス

コ
ア
ラ
ー
を
含
め
６
名
で
２
球
場
を
担
当
。
絶

望
的
な
状
況
の
中
、
ス
コ
ア
リ
ン
グ
が
で
き
る

中
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
援
も
あ
り
、
何
と

か
身
体
を
酷
使
す
る
こ
と
な
く
行
え
た
よ
う
だ
。

　

な
お
、
派
遣
さ
れ
た
７
名
は
「
２
０
１
８

世
界
選
手
権
」（
現
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
）
や

「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
一
緒
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
取
り

組
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
合
わ
せ
て
記
帳
研
修

で
行
っ
た
「
声
を
出
す
」
こ
と
も
国
際
大
会

で
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
際
記
録
の
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
に
つ
い
て
も
い

よ
い
よ
始
ま
る
よ
う
な
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
ほ
し
い
。

（
10
）
研
修
会
総
括

　

様
々
な
研
修
を
行
っ
た
が
、
改
め
て
し
っ

か
り
伝
達
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
記
帳
時

の
「
発
声
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
記
帳
者
の

思
い
違
い
や
勘
違
い
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
、

補
助
者
が
確
認
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
正
確
な

ス
コ
ア
が
残
さ
れ
る
。
ミ
ス
し
な
い
人
間
は

い
な
い
が
、
小
さ
な
工
夫
ひ
と
つ
で
少
し
で

も
改
善
を
図
れ
る
な
ら
ば
、
ま
ず
は
実
践
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

中
央
研
修
会
で
の
内
容
を
各
県
内
に
正
確

に
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
指
導
者
の
方
に
望
む
こ
と
は
３
つ
。

１
つ
目
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
大
会
で
の

記
録
を
し
っ
か
り
作
り
上
げ
る
こ
と
。
２
つ

目
は
各
自
で
残
し
た
記
録
の
活
用
を
図
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
。
最
後
の
３
つ
目
に
は
記
録

員
を
育
て
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
杓
子
定
規
に
な
ら
ず
、
ま
ず
は
ス

コ
ア
リ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
を
初
心
者
に
は

伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
記
録
は
継

続
。
そ
の
た
め
に
は
人
材
育
成
こ
そ
重
要
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
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　去る₃月₅日（木）～₈日（日）、２０２６シーズン「開幕」を目前に控え、三重県熊野市を会場に「令和₈年度 ＪＤリーグ・
日本女子リーグ担当審判員」研修会が実施された。
　研修会は、去る12月12日（金）～14日（日）の₃日間、静岡県伊豆市・天城ドームを会場に実施された「令和₈年度 Ｊ
Ｄリーグ・日本女子リーグ担当審判員選考会」（第₂次選考会／実技選考）を通過した50名を対象に行われ、諸事情のため、
研修会に参加が叶わなかった者、どうしても外せない仕事のため、全日程参加できなかった者もいたが、シーズン「開幕」
を前に元気に顔を揃え、当地で開催された「熊野オープン」（ＪＤリーグ所属14チーム、大学４チームの計18チームが参加
して開催されるオープン戦）の審判員を「令和₈年度 ＪＤリーグ・日本女子リーグ担当審判員」が務め、「実戦形式」での
研修が行われた。研修会の詳報はすでに日本協会オフィシャルホームページに記事・動画が掲載されているので、そちら
をご参照願いたい。ここでは「令和₈年度 ＪＤリーグ・日本女子リーグ担当審判員」50名の顔ぶれを改めて紹介する。
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「令和 8 年度 JD リーグ・日本女子リーグ担当審判員研修会」

動画はこちら 詳報はこちら

https://www.softball.or.jp/news/other-2026/report/0309.html
https://www.youtube.com/watch?v=QLm_6aeh_hc
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審
議
に
先
立
ち
、
本
理
事
会
は
会
場
集
合

方
式
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
方
式
（
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
の
併
用
と
し
、
出
席

者
が
一
堂
に
会
す
る
の
と
同
等
に
適
時
・
的

確
な
意
見
表
明
が
互
い
に
で
き
る
状
態
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
理
事
25
名
中
出
席

19
名
（
欠
席
６
名
）、
出
席
３
名
で
定
款
第

36
条
に
基
づ
き
本
理
事
監
事
会
は
成
立
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

●
審
議
事
項

第
１
号
議
案

倫
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

提
案
事
項

　

岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
、
昨
年

７
月
よ
り
調
査
を
進
め
て
い
た
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
案
件
（
案
件
名
：
大
垣
案
件
）
に
関
す
る

倫
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
に
お
け

る
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
理
事
会
で
の
審
議
が
求
め
ら
れ
た
。
な

お
資
料
は
当
日
配
布
・
即
時
回
収
と
し
、
本

人
未
通
知
段
階
で
の
外
部
漏
洩
を
厳
禁
と
す

る
厳
重
な
管
理
体
制
下
で
審
議
が
行
わ
れ
た

（
※
な
お
本
議
事
録
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
た
記
載
と
し
て
い
る
）。

【
処
分
内
容
】

（
１
）
対
象
者
：
Ｘ
氏

※
当
協
会
役
職
：
専
門
委
員
会
委
員
長

（
２
）
処
分
内
容
：
解
任

※
令
和
７
年
２
月
22
日
付

（
３
）
対
象
事
実

※
Ｘ
氏
所
属
チ
ー
ム
の
構
成
員
に
対
す
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト

　

以
上
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
本
理
事
会
は

本
件
処
分
を
全
会
一
致
で
決
定
。
な
お
組
織

と
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
一
切
容
認
し
な
い

断
固
た
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
、
安
全
な
競

技
環
境
の
維
持
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
信
頼
回
復

に
不
可
欠
で
あ
る
と
判
断
し
た
議
決
結
果
で

あ
る
こ
と
が
理
事
全
員
で
再
確
認
さ
れ
た
。

●
令
和
７
年
度
第
６
回
理
事
会
議
事
録
●

期
日
：
令
和
８
年
２
月
22
日
（
日
）

　
　
　

10
：
00
～
10
：
50

場
所
：
東
京
・
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

　

／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
方
式
併
用

理
事
現
在
数
：
25
名

出
席
理
事
：
19
名

欠
席
理
事
：
６
名

出
席
監
事
：
３
名

議
長
：
牧
島
か
れ
ん
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第
２
号
議
案

次
期
役
員
候
補
者

（
理
事
・
監
事
）
推
薦
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
「
令
和

８
・
９
年
度
役
員
候
補
者
」
の
推
薦
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
状

況
と
今
後
の
手
続
き
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　

次
期
役
員
体
制
に
向
け
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
に
準
拠
し
た
多
様
性
と

専
門
性
の
確
保
を
考
慮
し
、
業
務
執
行
理
事

よ
り
役
員
候
補
者
を
推
薦
す
る
こ
と
、
ま
た

そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
が
議
論
さ
れ
た
。

【
推
薦
状
況
の
整
理
】

　

各
地
区
推
薦
理
事
（
９
名
：
全
員
男
性
）、

高
体
連
・
大
学
連
推
薦
理
事
（
各
１
名
：
い

ず
れ
も
女
性
）
の
計
11
名
が
提
出
済
み
。

【
今
後
の
プ
ロ
セ
ス
】

　

３
月
29
日
の
締
め
切
り
に
向
け
、
配
布
さ

れ
た
様
式
に
基
づ
き
、
業
務
執
行
理
事
が
理

事
候
補
者
お
よ
び
監
事
候
補
者
の
推
薦
を
行

い
、
専
門
性
と
多
様
性
を
両
立
さ
せ
た
体
制

を
構
築
す
る
。
す
べ
て
の
候
補
者
が
揃
い
次

第
、
４
月
に
役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
を
開

催
し
、
候
補
者
の
選
考
を
行
い
、
５
月
の
理

事
会
で
選
考
委
員
長
よ
り
候
補
者
の
提
案
、

そ
の
後
６
月
の
評
議
員
会
で
選
任
の
承
認
が

諮
ら
れ
る
。

【
留
意
す
べ
き
点
】

（
１
）
女
性
理
事
比
率
40
％
（
10
名
以
上
）

の
達
成
。

（
２
）
外
部
有
識
者
理
事
25
％
（
７
名
以
上
）

の
確
保
。

（
３
）
監
事
候
補
者
に
お
い
て
、
公
益
法
人

の
業
務
運
営
、
会
計
制
度
、
関
係
法
令
に
一

定
の
知
見
を
有
す
る
者
で
あ
り
、
な
お
か
つ

少
な
く
と
も
１
名
以
上
を
外
部
有
識
者
と
す

る
こ
と
。

　

以
上
が
説
明
さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
、「
第

２
号
議
案
」
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案

Ｌ
Ａ
28
特
別
委
員
会
提
案
事
項

（
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
）

　

岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
、
Ｌ
Ａ

28
特
別
委
員
会
提
案
事
項
と
し
て
、
次
の
名

簿
が
提
出
さ
れ
、
必
要
な
手
続
き
を
取
る
必

要
が
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
審
議
が
行
わ

れ
た
。

【
提
案
内
容
の
要
約
】

（
１
）
令
和
８
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ

公
益
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

強
化
指
定
選
手

　

25
名
の
選
手
名
簿
が
提
出
さ
れ
、「
令
和

８
年
度
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
」
の
事
業
は
、

こ
の
「
強
化
指
定
選
手
」
の
中
か
ら
事
業
参

加
選
手
を
決
め
、
実
施
す
る
。「
強
化
指
定

選
手
」
の
任
期
は
令
和
８
年
４
月
１
日
～
令

和
９
年
３
月
31
日
ま
で
。

（
２
）
令
和
８
年
度
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表

　
　
　

チ
ー
ム
強
化
ス
タ
ッ
フ

　

11
名
の
ス
タ
ッ
フ
名
簿
が
提
出
さ
れ
、

「
令
和
８
年
度
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
」
の

事
業
は
、
こ
の
「
強
化
ス
タ
ッ
フ
」
の
中
か

ら
事
業
参
加
ス
タ
ッ
フ
を
決
め
、
実
施
す
る
。

　
（
３
）
令
和
８
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
コ
ー
チ
等
設
置

　
　
　

事
業
推
薦
者

　

当
協
会
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
選
手
強
化

事
業
お
よ
び
次
世
代
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
事
業

等
の
事
業
を
計
画
的
か
つ
継
続
的
に
行
う
コ

ー
チ
や
ス
タ
ッ
フ
等
を
設
置
し
、
国
際
競
技

力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
謝
金

は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
よ
り
直
接
本
人
へ
支
給
。
四
半
期

毎
の
報
告
書
提
出
が
必
須
と
な
る
。
任
期
は

基
本
的
に
令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
９
年

３
月
31
日
。
な
お
Ｊ
Ｏ
Ｃ
へ
の
推
薦
提
出
前

に
、
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
と
専
務
理
事
で
再
度
打

ち
合
わ
せ
の
上
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
へ
提
出
す
る
。

（
４
）
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会

（
２
０
２
６
／
愛
知･

名
古
屋
）

派
遣
手
続
き
実
施
者
名
簿

　

２
月
26
日
・
27
日
に
実
施
す
る
Ｊ
Ｏ
Ｃ
派

遣
手
続
き
お
よ
び
メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
参
加
す
る
候
補
者
名
簿
が

提
出
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
名
簿
に
つ
い

て
は
「
現
時
点
で
の
候
補
者
」
で
あ
り
、
必

ず
し
も
大
会
参
加
者
と
は
限
ら
な
い
た
め
、

本
名
簿
の
公
表
は
し
な
い
。

　

以
上
の
提
案
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、「
第

３
号
議
案
」
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
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第
４
号
議
案

第
２
回
定
時
評
議
員
会

評
議
員
か
ら
の
質
問
事
項

　

岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
、
本
日

午
後
に
開
催
さ
れ
る
「
第
２
回
定
時
評
議
員

会
」
に
向
け
、
各
評
議
員
よ
り
寄
せ
ら
れ
た

報
告
・
質
問
事
項
の
内
容
が
資
料
と
し
て
配

布
さ
れ
、
回
答
内
容
に
つ
い
て
審
議
・
確
認

が
行
わ
れ
た
。

【
報
告
・
質
問
内
容
の
要
約
】

（
１
）
富
山
県
・
廣
瀬
評
議
員

　

「
能
登
半
島
地
震
復
旧
・
復
興
支
援
Ａ
Ｓ

Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
用
具
寄
贈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
報
告

※
廣
瀬
評
議
員
か
ら
の
報
告
の
み
。

（
２
）
福
井
県
・
吉
田
評
議
員

　

シ
ク
ミ
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
全
日
本
大
会

申
込
シ
ス
テ
ム
の
説
明
講
習
会
の
有
無
、
期

日
に
つ
い
て

※
岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
、
令
和

９
年
度
を
目
途
と
す
る
チ
ー
ム
登
録
規
程
の

大
幅
改
定
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、

今
年
度
内
に
は
説
明
会
は
行
わ
ず
、
チ
ー
ム

登
録
規
程
の
改
定
プ
ロ
セ
ス
や
並
行
し
た
シ

ク
ミ
ネ
ッ
ト
改
修
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の

後
に
説
明
会
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と

を
答
弁
す
る
。

（
３
）
有
識
者
・
若
林
評
議
員 

①
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
の
ス
ポ
ン
サ
ー
獲

得
で
宇
津
木
麗
華
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
自
ら
が
動

い
て
い
る
現
状
へ
の
受
け
止
め
と
打
開
策
に

つ
い
て

②
指
導
者
委
員
長
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
に

関
す
る
日
本
協
会
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て

　

①
に
つ
い
て
は
牧
島
会
長
が
答
弁
。
ス
ポ

ン
サ
ー
獲
得
に
向
け
た
協
力
依
頼
を
評
議
員

会
で
も
お
願
い
し
、
現
在
の
協
賛
状
況
の
説

明
の
他
、
こ
れ
ま
で
の
協
賛
金
額
よ
り
も
額

を
小
さ
く
し
、
広
く
協
賛
を
求
め
て
い
く
考

え
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
数
多
く
の
支

援
を
求
め
て
い
く
こ
と
を
お
願
い
す
る
。
ま

た
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
了
し
た
た
め
、

今
後
は
経
済
界
も
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向

け
、
動
き
始
め
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
会
長
自
ら
陣
頭
指
揮
に
立
ち
、
支
援

を
要
請
し
て
い
く
他
、
評
議
員
、
理
事
の
皆

さ
ま
か
ら
も
ス
ポ
ン
サ
ー
獲
得
へ
協
力
を
依

頼
し
、
そ
れ
が
実
現
す
る
よ
う
な
資
料
を
整

理
・
作
成
し
、
そ
の
配
布
を
依
頼
す
る
こ
と

を
確
認
。

　

②
に
つ
い
て
は
岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局

長
が
答
弁
。
本
理
事
会
「
第
１
号
議
案
」
の

決
議
に
基
づ
く
処
分
と
な
る
が
、
個
人
の
セ

ン
シ
テ
ィ
ブ
な
事
項
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

理
事
会
で
慎
重
に
審
議
し
、
適
切
な
対
応
を

行
っ
て
い
る
と
の
説
明
に
と
ど
め
る
。

　

以
上
の
答
弁
者
・
答
弁
内
容
が
確
認
さ
れ
、

「
第
４
号
議
案
」
は
審
議
内
容
通
り
の
対
応

と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案

役
員
選
考
委
員
会

監
事
委
員
の
変
更
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
、
前
回

理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
役
員
選
考
委
員
会
に

関
し
、
監
事
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
た
鈴
木

監
事
が
次
期「
関
東
地
区
選
出
理
事
候
補
者
」

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
監
事
委
員
の
変
更
を

求
め
る
提
案
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
こ
の
変
更
提
案
に
関
し
、
岡
本
専

務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
、
候
補
者
は
赤
城

監
事
、
上
村
監
事
の
い
ず
れ
か
と
な
る
が
、

理
事
委
員
で
瀬
戸
山
常
務
理
事
が
選
任
さ
れ

て
お
り
、
赤
城
監
事
は
熊
本
県
協
会
の
理
事

長
で
も
あ
り
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
、

九
州
か
ら
２
名
と
す
る
よ
り
は
、
弁
護
士
で

あ
り
、
外
部
監
事
で
も
あ
る
上
村
監
事
に
引

き
受
け
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
が

あ
り
、「
第
５
号
議
案
」
は
審
議
内
容
通
り

と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案

ア
ン
ダ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー

対
策
部
会
連
絡
会
議
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
以
前
よ
り
設
置
報

告
し
て
い
る
「
ア
ン
ダ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
普
及
部

会
」
の
活
動
と
し
て
、
令
和
９
年
度
に
全
国

中
学
校
体
育
大
会
の
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が

実
施
種
目
か
ら
外
れ
、
令
和
12
年
度
に
は
再

度
実
施
競
技
の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
女
子
も
含
め
て
対
応
を
協
議
す
る
必

要
が
生
じ
て
い
る
。
ア
ン
ダ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
世

代
の
さ
ら
な
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
普
及
・
推
進

策
を
議
論
す
る
場
と
し
て
、
明
日
２
月
23
日

に
各
都
道
府
県
の
ア
ン
ダ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
連

絡
担
当
者
を
集
め
、
こ
の
課
題
に
つ
い
て
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
、
現
場
の
意
見

を
交
え
て
議
論
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
連

絡
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
は
現
場
担
当
者
を
含
め
普
及
活
動

に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
場
と
し
、
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
各
都
道
府
県
協
会
評
議
員
も

参
加
を
可
能
と
し
た
こ
と
が
併
せ
て
報
告
さ

れ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
、
事
務
局
よ
り
、
本

会
議
の
財
源
と
し
て
、
昨
年
秋
に
ミ
ズ
ノ
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
よ
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の

普
及
振
興
を
目
的
と
し
た
補
助
金
が
追
加
支

給
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
補
助
金
を
活
用
し
て

実
施
す
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

　

以
上
が
説
明
・
報
告
さ
れ
、「
第
６
号
議

案
」
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
た
。

第
７
号
議
案

リ
ー
グ
委
員
会
提
案
事
項

　

西
リ
ー
グ
委
員
長
よ
り
、
男
子
リ
ー
グ
規
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程
、
女
子
リ
ー
グ
規
程
に
つ
い
て
の
改
定
が

提
案
さ
れ
た
。

【
主
な
改
定
内
容
】

（
１
）
男
子
リ
ー
グ

　

外
国
人
選
手
の
登
録
時
期
に
つ
い
て
柔
軟

な
対
応
を
可
能
と
す
る
た
め
、
登
録
期
限
を

「
第
３
節
の
２
週
間
前
ま
で
」
に
変
更
。
ま

た
、
リ
ー
グ
戦
（
17
試
合
）
の
順
位
を
最
重

要
視
す
る
表
彰
制
度
へ
の
刷
新
。

（
２
）
共
通
事
項

　

災
害
等
に
よ
る
不
参
加
の
判
断
は
、
当
事

者
性
を
排
除
す
る
た
め
リ
ー
グ
委
員
長
が
最

終
判
断
を
行
う
。

　

以
上
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、「
第

７
号
議
案
」
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
８
号
議
案

高
校
生
対
象
大
会
へ
の
協
賛
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
、
高
校

生
向
け
の
進
学
塾
「
武
田
塾
」
よ
り
、「
高

校
生
を
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
切
り
口
で
応
援
し

た
い
」と
考
え
て
お
り
、今
後
、武
田
塾
を「
高

校
生
の
ス
ポ
ー
ツ
を
応
援
す
る
塾
」
と
し
て

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意

向
が
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
具
体
的
に
は

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
「
武
田
塾
」
の
資
料
を

挟
み
込
み
、
当
塾
の
Ｐ
Ｒ
・
認
知
度
ア
ッ
プ

を
図
り
た
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
併
せ
て
説
明
さ
れ
た
。

　

当
協
会
の
高
校
選
抜
大
会
（
男
子
・
女

子
）
へ
の
協
賛
を
希
望
し
て
お
り
、
協
賛
金

額
と
し
て
は
、
他
競
技
へ
の
協
賛
規
模
等
か

ら
考
え
、
１
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
こ
と
が

説
明
さ
れ
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
た
。

　

審
議
の
結
果
、
高
校
生
と
い
う
教
育
段
階

の
大
会
に
お
い
て
、
特
定
の
塾
だ
け
に
大
会

協
賛
を
行
わ
せ
る
こ
と
へ
の
慎
重
な
対
応
を

求
め
る
意
見
や
具
体
的
な
広
報
手
法
と
協
賛

金
の
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
、
先
方

に
中
学
生
カ
テ
ゴ
リ
ー
ま
で
対
象
を
拡
充
す

る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
交
渉
し
て
は
ど
う

か
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
は
、
少
子
化
の

中
で
の
競
技
者
確
保
と
「
文
武
両
道
」
の
支

援
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
認
識
に

立
ち
、「
第
８
号
議
案
」
は
了
承
さ
れ
た
。

●
報
告
事
項

１
．
各
委
員
会
か
ら
の
報
告
事
項

（
１
）
指
導
者
委
員
会
報
告

　

岩
崎
理
事
よ
り
、
指
導
者
委
員
会
の
活
動

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
た
。

①
第
２
回
指
導
者
委
員
会

　

11
月
22
日
、
Ｊ
Ｓ
Ｏ
Ｓ（
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｓｐ

ｏ
ｒ
ｔ 

Ｏ
ｌｙ
ｍ
ｐ
ｉ
ｃ 

Ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ
）
会

議
室
に
て
対
面
で
実
施
。

②
第
３
回
指
導
者
委
員
会

　

２
月
９
日
、 

Ｗ
ｅ
ｂ 

に
て
実
施
。
そ
の
中

で
、
今
年
度
の
実
施
事
業
と
し
て
「
コ
ー
チ

３
養
成
講
習
会
」
を
12
月
に
中
京
大
学
で
実

施
し
た
こ
と
、
１
月
25
日
に
「
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
コ
ー
チ
プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ミ
ッ
ト
」
を
日
本
青

年
館
で
開
催
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
こ
の

「
プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ミ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
他

競
技
の
指
導
者
の
方
を
お
呼
び
し
て
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
コ
ー
チ
の
方
は
、
今
年
度
に
つ
い

て
は
「
コ
ー
チ
１
」
か
ら
「
コ
ー
チ
４
」
ま
で

幅
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
、
学
び
を
深
め
た
。

③
指
導
者
資
格
の
義
務
化

　

「
指
導
者
規
程
第
８
条
」
に
つ
い
て
、
以

前
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
指
導
者
資
格

の
取
得
義
務
化
に
つ
い
て
は
、
無
理
な
く
現

場
に
混
乱
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
引
き

続
き
審
議
を
進
め
て
い
く
。

④
「
コ
ー
チ
４
」
養
成
講
習
会
の
実
施

　

２
０
１
９
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
以
来
、

一
度
も
実
施
を
し
て
い
な
か
っ
た
「
コ
ー
チ

４
」
養
成
講
習
会
を
令
和
８
年
度
中
に
実
施

予
定
。
そ
の
実
施
に
向
け
て
、
現
在
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
内
容
、
受
講
者
募
集
の
方
針
な
ど

を
議
論
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

⑤
「
コ
ー
チ
３
」
養
成
講
習
会
実
施
会
場

　

令
和
８
年
度
ま
で
は
中
京
大
学
の
ご
協
力

に
よ
り
養
成
講
習
会
を
実
施
で
き
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
る
が
、令
和
９
年
度
以
降
の「
コ

ー
チ
３
」
養
成
講
習
会
の
実
施
会
場
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

⑥
指
導
教
本
の
改
訂

　

前
回
の
改
訂
か
ら
か
な
り
年
数
が
経
っ
て

い
る
た
め
、
指
導
教
本
の
改
訂
と
指
導
者
養

成
講
習
会
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
再

検
討
を
進
め
て
い
く
。

⑦
ア
ス
リ
ー
ト
パ
ス
ウ
ェ
イ
の
構
築

　

現
在
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
競
技
も
含
め
て
「
ア
ス
リ
ー
ト
パ
ス
ウ

ェ
イ
」（
※
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
パ
ス
ウ
ェ
イ

の
詳
細
は
こ
ち
ら
）
と
い
う
の
を
構
築
し
て

お
り
、
指
導
者
の
育
成
に
つ
い
て
も
「
ア
ス

リ
ー
ト
パ
ス
ウ
ェ
イ
」
に
基
づ
く
育
成
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
記
録
委
員
会
報
告
事
項

　

西
常
務
理
事
よ
り「
第
３
回
記
録
委
員
会
」

お
よ
び
記
録
員
中
央
研
修
会
の
報
告
が
行
わ

れ
た
。

https://pathway.jpnsport.go.jp/
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先
日
の
理
事
会
で
宇
津
木
副
会
長
か
ら
指

摘
の
あ
っ
た
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
等
の
監
督
の
ル
ー

ル
認
識
相
違
に
対
し
て
は
、
記
録
委
員
か
ら

試
合
終
了
後
、
相
違
点
を
指
摘
し
、
正
し
く

ル
ー
ル
を
理
解
し
、
実
際
の
試
合
で
運
用
で

き
る
よ
う
説
明
・
指
導
し
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

（
３
）
選
手
強
化
関
連
報
告
事
項

　

松
田
選
手
強
化
本
部
長
よ
り
、
男
子
強
化

委
員
会
、
女
子
強
化
委
員
会
の
報
告
が
行
わ

れ
た
。

①
男
子
強
化
委
員
会

　　

２
月
18
日
、
男
子
強
化
委
員
会
を
開
催
。

男
子
Ｕ
18
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
の
ス
タ
ッ
フ
と
選

手
選
考
会
に
つ
い
て
議
論
し
、
男
子
Ｕ
18

日
本
代
表
選
手
選
考
会
は
４
月
14
日
～
16
日
、

宮
崎
県
宮
崎
市
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
。

②
女
子
強
化
委
員
会

　

２
月
19
日
、
女
子
強
化
委
員
会
を
開
催
。

女
子
Ｕ
15
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
の
ス
タ
ッ
フ
と
選

手
選
考
会
に
つ
い
て
、
女
子
大
学
ア
ジ
ア
カ

ッ
プ
の
選
考
方
法
と
選
手
選
考
会
に
つ
い
て

も
議
論
。
女
子
Ｕ
15
日
本
代
表
の
選
考
会
は

４
月
21
日
～
23
日
、
女
子
大
学
日
本
代
表
選

手
選
考
会
は
６
月
30
日
～
７
月
２
日
、
い
ず

れ
も
静
岡
県
伊
豆
市
で
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
。

　

こ
れ
ら
の
案
件
に
伴
い
、
代
表
選
手
決
定

後
の
理
事
会
開
催
が
５
月
と
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
メ
ー
ル
で
連

絡
し
、
承
認
を
得
る
形
と
す
る
こ
と
が
併
せ

て
報
告
・
説
明
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

２
．
愛
知
・
名
古
屋
ア
ジ
ア
競
技
大
会

　
　

観
戦
チ
ケ
ッ
ト
事
前
受
付
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
、
９
月

に
愛
知
県
安
城
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
20
回

ア
ジ
ア
競
技
大
会
（
２
０
２
６
／
愛
知･

名

古
屋
）
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
」
の
観
戦
チ
ケ

ッ
ト
に
関
す
る
事
前
受
付
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
が
報
告
・
説
明
さ
れ
、
そ
の
締
め
切
り

が
３
月
７
日
で
あ
る
こ
と
が
周
知
さ
れ
た
。

　

な
お
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に
つ
い
て
は
、

団
体
受
付
に
よ
る
割
引
の
設
定
は
な
い
こ
と
、

ま
た
、
安
城
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の
座
席
数

が
現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
数
字
と
し
て
２
５

０
０
席
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
満
席
」
に
し
て

日
本
代
表
チ
ー
ム
を
応
援
し
て
ほ
し
い
と
の

依
頼
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
に

関
連
し
て
、
11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
日
米
対

抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
の
件
に
も
触
れ
、
こ
ち

ら
は
愛
知
と
沖
縄
で
開
催
さ
れ
、
プ
ロ
野
球

が
開
催
さ
れ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
日
本
協
会
の
「
主
催

大
会
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
団
体
割
引
」
の

設
定
が
あ
り
、
観
客
動
員
が
本
事
業
の
収
支

に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ

チ
ー
ム
、
沖
縄
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
る

縁
の
あ
る
チ
ー
ム
等
を
中
心
に
、
チ
ケ
ッ
ト

販
売
協
力
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
の
意
欲

が
示
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
出
場
選
手
が
決
定
し
た
時

点
で
、
選
手
の
「
出
身
地
」
等
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
チ
ケ
ッ
ト
販
促
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
チ
ケ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
電
子
チ
ケ
ッ
ト
と
紙
チ
ケ
ッ
ト

の
両
方
が
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
事
前

受
付
に
お
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
電
子
チ
ケ
ッ
ト
の
取
り

扱
い
が
で
き
な
い
リ
ス
ク
を
回
避
。
紙
チ
ケ

ッ
ト
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
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評
議
員
総
数
54
名
の
う
ち
出
席
44
名
で
、

定
款
第
６
章
第
23
条
に
基
づ
き
、
本
評
議
員

会
は
成
立
。
審
議
に
先
立
ち
、
本
評
議
員
会

は
会
議
集
合
方
式
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議

方
式
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
の
併
用

と
し
、
出
席
者
が
一
堂
に
会
す
る
の
と
同
等

に
適
時
・
的
確
な
意
見
表
明
が
互
い
に
で
き

る
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
第
２

回
定
時
評
議
員
会
が
開
会
さ
れ
た
。

●
審
議
事
項

第
１
号
議
案

議
長
の
選
出
に
つ
い
て

　

牧
島
会
長
よ
り
、
定
款
第
22
条
３
項
に
基

づ
き
、
出
席
評
議
員
の
中
か
ら
議
長
を
選
出

す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
静
岡
県
・
大
沼
信

一
評
議
員
か
ら
京
都
府
・
平
井
靖
之
評
議
員

を
議
長
に
推
薦
す
る
提
案
が
あ
り
、
賛
成
多

数
で
承
認
。
平
井
評
議
員
が
今
回
の
評
議
員

会
の
議
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
２
号
議
案

議
事
録
署
名
人
の
選
出
に
つ
い
て

　

議
長
よ
り
、
議
事
録
署
名
人
の
選
出
に
つ

い
て
、
茨
城
県
・
高
橋
義
道
評
議
員
、
長
崎

県
・
米
倉
博
評
議
員
を
任
命
す
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案

令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

　

瀬
戸
山
総
務
委
員
長
よ
り
「
令
和
８
年
度

事
業
計
画
書
」
の
内
容
及
び
事
業
計
画
案
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

◎
主
な
事
業

（
１
）
国
内
普
及
事
業

　

小
学
校
低
学
年
お
よ
び
幼
児
に
お
け
る
未

経
験
者
へ
の
普
及
振
興
事
業
、
幼
児
期
か
ら

の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
普
及
振

◎
令
和
７
年
度
第
２
回
定
時
評
議
員
会
議
事
録
◎

期
日
：
令
和
８
年
２
月
22
日
（
日
）

　
　
　

13
：
00
～
14
：
15

場
所
：
東
京
・
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

 

／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
方
式
併
用

評
議
員
現
在
数
：
54
名

出
席
評
議
員
：
44
名

欠
席
評
議
員
：
10
名

理
事
現
在
数
：
25
名

出
席
理
事
：
18
名

欠
席
理
事
：
７
名

出
席
監
事
：
３
名
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興
事
業
（
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
）、
併
せ
て
学
校

体
育
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
授
業
研
修
会
に
お
け

る
普
及
振
興
事
業
の
継
続
を
図
る
。
引
き
続

き
日
本
リ
ー
グ
・
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
加
盟
チ
ー
ム

お
よ
び
日
本
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携
機
構
に
よ

る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ボ
ー
ル
ゲ
ー

ム
フ
ェ
ス
タ
の
参
加
、
普
及
本
部
を
中
心
に
次

年
度
以
降
の
普
及
事
業
の
検
討
を
行
う
。

（
２
）
日
本
代
表
選
手
の
選
考
・
派
遣

　

第
２
回
男
子
Ｕ
23
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
派

遣
、
男
子
Ｕ
18
日
本
代
表
選
手
選
考
会
の
実

施
、
第
９
回
男
子
Ｕ
18
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
派
遣
、

第
18
回
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ

ス
テ
ー
ジ
派
遣
、
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会

（
２
０
２
６
／
愛
知
・
名
古
屋
）
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
競
技
派
遣
、 

女
子
大
学
日
本
代
表
選
手

選
考
会
の
実
施
、
第
５
回
女
子
大
学
ア
ジ
ア

カ
ッ
プ
派
遣
、
女
子
Ｕ
15
日
本
代
表
選
手
選

考
会
の
実
施
、
第
３
回
女
子
Ｕ
15
ア
ジ
ア
カ

ッ
プ
派
遣
を
行
い
、
国
際
大
会
開
催
で
は
日

米
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
読
売
新
聞
社
と
共

同
で
開
催
す
る
。

（
３
）
研
修
会
開
催

　

隔
年
開
催
と
な
っ
て
い
る
中
央
研
修
会
に

つ
い
て
、
令
和
８
年
度
は
審
判
員
・
記
録
員

中
央
研
修
会
を
実
施
せ
ず
、
指
導
者
中
央
研

修
会
を
実
施
し
、
昨
年
よ
り
実
施
し
て
い
る

未
来
発
掘
育
成
事
業
（
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
）
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
実
施
す
る
。

（
４
）
全
日
本
大
会
開
催

　

例
年
通
り
開
催
を
計
画
す
る
が
、
近
年
の

地
球
温
暖
化
に
伴
う
夏
季
大
会
に
お
け
る
熱

中
症
対
策
と
し
て
、
今
年
度
は
新
た
に
小
学

生
種
別
で
秋
季
大
会
を
試
験
的
に
開
催
し
、

そ
の
効
果
を
検
証
す
る
。

　

こ
れ
に
付
随
し
日
本
リ
ー
グ
男
女
日
程
案
、

お
よ
び
共
同
主
催
で
あ
る
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
日
程

案
に
つ
い
て
も
説
明
が
な
さ
れ
、
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
た
。

〔
岡
山
県
・
金
田
評
議
員
か
ら
の
質
問
〕

　

令
和
７
年
度
実
施
の
男
子
Ｕ
23
ア
ジ
ア
カ

ッ
プ
に
つ
い
て
、
日
本
協
会
が
代
表
チ
ー
ム

派
遣
を
見
送
る
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

大
学
連
が
自
主
財
源
で
派
遣
し
、
そ
こ
で
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
て
い

る
。
令
和
８
年
度
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
日

本
協
会
の
方
で
派
遣
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、

選
手
選
考
等
、「
白
紙
の
状
態
」
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の

経
緯
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
松
田
選
手
強
化
本
部
長
の
答
弁
》

　

当
初
、
男
子
Ｕ
23
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
予
選
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
る
ア

ジ
ア
カ
ッ
プ
へ
の
派
遣
で
は
あ
っ
た
が
、
予

算
的
な
問
題
で
派
遣
見
送
り
も
や
む
な
し

…
…
と
の
方
向
で
議
論
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

際
、
年
齢
が
大
会
参
加
条
件
に
該
当
す
る
大

学
連
に
大
会
参
加
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
様

々
な
議
論
が
あ
り
、
難
し
い
調
整
を
経
た
結

果
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
へ

の
派
遣
が
実
現
し
、
圧
倒
的
な
強
さ
で
優
勝
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
権
を
獲
得
し
て
く
れ

た
。
た
だ
、
大
学
連
に
ば
か
り
負
担
を
強
い

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
判
断
で
、
理
事
会
、

常
務
理
事
会
で
議
論
を
重
ね
、
や
は
り
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
は
日
本
協
会
主
体
で
臨
む
べ
き

で
は
な
い
か
と
い
う
方
向
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
。
ま
た
、
選
手
選
考
に
つ
い
て
も
、
ア
ジ

ア
カ
ッ
プ
の
優
勝
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場

権
獲
得
へ
の
貢
献
と
日
本
協
会
の
窮
地
を
救

っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
・
敬
意
は
あ

り
な
が
ら
も
、
大
会
に
臨
む
以
上
は
そ
の
世

代
で
考
え
得
る
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
を
組
む
べ

き
で
は
…
…
と
の
結
論
に
至
り
、
選
手
選
考

も
い
っ
た
ん
す
べ
て
白
紙
に
戻
し
、
行
う
こ

と
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

〔
岡
山
県
・
金
田
評
議
員
か
ら
の
質
問
〕

　

大
会
派
遣
に
関
す
る
経
緯
は
理
解
し
た
が
、

な
ぜ
当
初
か
ら
日
本
協
会
主
導
の
派
遣
が
実

現
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
最
初
か
ら
日
本
協

会
か
ら
派
遣
し
て
い
れ
ば
、
大
学
連
が
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
で
苦
労
す
る
こ
と

も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
に
つ
な
が
る
予
選
と
い
う
位
置
づ
け
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
て
も
、
な
ぜ
派
遣
を
見

送
る
方
向
で
議
論
さ
れ
た
の
か
、
説
明
い
た

だ
き
た
い
。

《
松
田
選
手
強
化
本
部
長
の
答
弁
》

　

当
初
予
算
の
関
係
で
大
幅
な
赤
字
が
想
定

さ
れ
て
お
り
、
選
考
会
の
実
施
か
ら
始
ま
っ

て
、
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ

派
遣
す
る
だ
け
の
資
金
調
達
の
見
込
み
が
立

た
な
か
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
で
あ
る

女
子
と
違
い
、
男
子
に
つ
い
て
は
ス
ポ
ン
サ

ー
を
獲
得
す
る
こ
と
も
難
し
く
、
こ
れ
以
上

赤
字
を
脹
ら
ま
せ
る
結
果
と
な
る
こ
と
は
避

け
た
い
と
苦
渋
の
決
断
を
迫
ら
れ
、
派
遣
見

送
り
の
結
論
に
至
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
こ
の
世
代
の
強
化
の
重
要
性
を
鑑

み
、
非
常
に
虫
の
い
い
話
で
あ
る
こ
と
は
重

々
承
知
の
上
で
、
大
学
連
に
派
遣
を
お
願
い

し
た
次
第
で
あ
る
。

〔
岡
山
県
・
金
田
評
議
員
の
意
見
〕

　

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
男
子
Ｕ
23
）
は
第
１

回
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
準
優
勝
と
し
っ
か
り

結
果
を
出
し
て
帰
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
は

是
非
と
も
予
算
が
な
い
…
…
で
は
な
く
、
そ

の
た
め
の
予
算
を
捻
出
し
、
若
い
世
代
の
選

手
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
事
業
の
実
施
を
お
願
い
し
た
い
。

　

以
上
の
質
疑
応
答
を
受
け
、
審
議
が
行
わ

れ
、
審
議
の
結
果
、「
第
３
号
議
案
」
は
賛

成
多
数
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案

令
和
８
年
度
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

　

石
井
財
務
委
員
長
よ
り
「
令
和
８
年
度
収

支
予
算
案
」
に
つ
い
て
、「
第
２
号
議
案
」
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で
承
認
さ
れ
た
「
令
和
８
年
度
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
予
算
概
要
と
そ
の
主

な
ポ
イ
ン
ト
が
説
明
さ
れ
た
。

　

全
体
で
経
常
収
益
、
経
常
費
用
と
も
に
６

億
８
千
３
３
９
万
１
０
０
０
円
の
収
支
均
衡

の
予
算
と
な
る
。
会
計
毎
の
収
支
に
つ
い
て

は
、
公
益
目
的
事
業
会
計
は
経
常
収
益
が
５

億
５
千
７
９
２
万
２
２
３
０
円
、
経
常
費
用

が
５
億
８
千
３
５
０
万
５
９
０
０
円
で
、
２

千
５
５
８
万
３
６
７
０
円
の
マ
イ
ナ
ス
、
収
益

事
業
等
会
計
は
経
常
収
益
が
６
千
６
３
１
万

７
５
０
０
円
、
経
常
費
用
が
１
千
５
４
８
万

５
２
０
０
円
で
５
千
８
３
万
円
の
プ
ラ
ス
、
法

人
会
計
は
経
常
収
益
が
５
千
９
１
５
万
１
２

７
０
円
、
経
常
費
用
が
８
千
４
３
９
万
９
９

０
０
円
で
、
２
千
５
２
４
万
８
６
３
０
円
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
収
益
事
業
等
会
計

の
プ
ラ
ス
を
50
％
以
内
で
公
益
目
的
事
業
会

計
、
法
人
会
計
に
振
り
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
２
千
５
４
１
万
６
１

５
０
円
ず
つ
他
会
計
振
替
を
行
い
、
当
期
一
般

正
味
財
産
増
減
額
は
、
公
益
目
的
事
業
が
１

６
万
７
５
２
０
円
の
マ
イ
ナ
ス
、
収
益
事
業
等

会
計
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
、
法
人
会
計
は

１
６
万
７
５
２
０
円
の
プ
ラ
ス
と
し
た
。

　

公
益
目
的
事
業
の
経
常
収
益
の
主
な
増
減

に
つ
い
て
、
受
取
登
録
料
に
つ
い
て
は
、
全
体

と
し
て
チ
ー
ム
登
録
は
４
％
減
、
審
判
員
は

１
６
０
０
人
減
、
記
録
員
は
１
０
０
人
減
で

算
出
。
そ
の
上
で
公
益
と
法
人
の
配
賦
比
率

を
79
％
対
21
％
と
し
て
い
る
。
事
業
収
益
で
は
、

チ
ー
ム
、
審
判
員
、
記
録
員
の
減
少
に
伴
う

認
定
料
の
減
少
、
ル
ー
ル
、
必
携
、
ス
コ
ア

リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
指
導
教
本
の
販
売
減
が

あ
る
一
方
で
、
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
は
改
訂
初
年
の

た
め
１
千
４
０
０
万
円
の
増
、
協
賛
金
収
益

は
、
今
年
度
よ
り
宇
津
木
麗
華
副
会
長
が
獲

得
し
た
糸
井
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
幸
運
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
伊
藤
副
会
長
か
ら
紹
介
が

あ
り
、
獲
得
し
た
オ
リ
エ
ン
タ
ル
バ
イ
オ
を
含

む
が
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
、
フ
ォ
ー
デ
イ
ズ

な
ど
新
た
に
獲
得
を
め
ざ
す
協
賛
分
を
見
込

ん
だ
金
額
設
定
と
し
、
４
５
０
万
円
の
増
と
し
、

前
年
対
比
１
千
８
５
万
円
で
算
出
。
受
取
補

助
金
で
は
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
（
公
益
財
団
法
人
日
本

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
選
手
強
化
委
託
金

が
３
千
１
６
３
万
円
の
増
で
算
出
し
て
い
る

が
、
こ
ち
ら
は
最
大
値
で
の
計
算
で
あ
る
た
め
、

変
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
補
足
。
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｉ
事
業
を
く
じ
助
成
の
対
象
か
ら
外
し
た

こ
と
か
ら
３
９
５
万
円
の
減
、
そ
の
他
受
取

補
助
金
は
、
合
宿
開
催
自
治
体
等
か
ら
の
助

成
を
見
込
み
３
４
５
万
円
の
増
と
し
、
前
年

対
比
３
千
１
１
３
万
円
の
増
で
算
出
。
受
取

負
担
金
に
つ
い
て
、
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
の
合
宿
増

に
よ
り
個
人
負
担
金
が
１
千
１
１
４
万
円
の

増
、
講
習
会
負
担
金
は
、
コ
ー
チ
サ
ミ
ッ
ト
の

参
加
見
込
減
で
１
０
９
万
円
の
減
、
そ
の
他

負
担
金
と
し
て
、
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
と
の
共
同
主

催
契
約
見
直
し
で
、
運
営
費
負
担
金
を
２
年

前
の
水
準
に
戻
し
た
こ
と
で
１
千
万
円
の
増
、

前
年
対
比
２
千
４
万
円
の
増
で
算
出
。
受
取

交
付
金
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
交
付
金
を
今
年
実
績
で
１

９
１
万
円
の
増
、
受
取
寄
付
金
で
は
、
ミ
ズ

ノ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の
補
助
金
増
や
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
準
備
に
向
け
た
寄
付
の
増
を
見
込

み
、
５
５
０
万
円
の
増
で
算
出
。
経
常
収
益

の
前
年
対
比
は
２
千
１
４
０
万
円
増
の
５
億

５
千
５
７
９
万
２
２
３
０
円
と
な
る
。

　

公
益
目
的
事
業
の
経
常
費
用
の
主
な
増
減

に
つ
い
て
、
臨
時
雇
賃
金
が
１
千
１
１
０
万

円
の
減
、
公
益
専
門
委
員
会
旅
費
交
通
費
に

つ
い
て
は
節
約
を
反
映
し
な
が
ら
も
、
役
員

改
選
に
伴
う
各
委
員
会
の
編
成
変
更
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
会
議
が
増
加
す
る
こ
と
を
見
込

み
、
２
５
４
万
円
の
増
と
し
た
。
大
会
リ
ー

グ
旅
費
交
通
費
に
つ
い
て
も
、
節
約
を
心
掛

け
、
２
２
４
万
円
の
減
と
し
た
。
講
習
会
関

係
で
は
、
中
央
研
修
会
が
令
和
８
年
度
は
審

判
員
記
録
員
で
は
な
く
、
指
導
者
の
順
番
と

な
る
こ
と
か
ら
５
０
０
万
円
の
減
。
Ｍ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て
は
、
く
じ
助
成
か
ら
は

外
れ
る
が
、
ミ
ズ
ノ
財
団
や
普
及
向
け
の
協

賛
に
よ
り
賄
い
な
が
ら
内
容
の
見
直
し
を
図

る
た
め
４
５
３
万
円
の
減
。
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ

Ｌ
は
、
昨
年
度
よ
り
お
願
い
し
て
い
る
用
具

代
の
利
用
者
負
担
に
よ
り
１
０
０
万
円
の
減

と
し
た
。
ま
た
、
公
認
コ
ー
チ
４
養
成
講
習

会
を
実
施
予
定
で
２
６
２
万
円
の
増
、
全
体

と
し
て
は
７
８
１
万
円
の
減
と
し
た
。
選
手

強
化
事
業
に
つ
い
て
、
国
際
大
会
派
遣
は
男

子
Ｕ
23
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー

ジ
が
ペ
ル
ー
と
遠
距
離
・
遠
隔
地
で
の
大
会

開
催
と
な
り
、
日
数
が
通
常
よ
り
も
増
加
す

る
が
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会
が
愛
知
県
安
城
市

と
国
内
開
催
で
あ
る
た
め
、
２
千
２
１
７
万

円
の
減
で
算
出
。
海
外
強
化
合
宿
は
、
女
子

Ｔ
Ｏ
Ｐ
で
２
度
の
海
外
強
化
合
宿
を
計
画
し

て
い
る
が
、
第
１
次
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
と
日
程
を
つ
な
げ
て
実

施
す
る
こ
と
か
ら
、
飛
行
機
は
減
額
と
な
る

が
滞
在
費
が
多
く
な
り
、
１
千
４
５
８
万
円

の
増
と
な
る
。
国
内
強
化
合
宿
に
つ
い
て
、

女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
が
５
回
、
女
子
Ｕ
15
と
女
子
大

学
が
各
１
回
予
定
。
そ
の
他
、
男
子
Ｕ
18
と

女
子
Ｕ
15
、
女
子
大
学
が
選
考
会
を
予
定
し

て
い
る
た
め
回
数
は
増
加
。
協
賛
金
収
益
や

受
取
補
助
金
の
増
加
と
対
比
す
べ
き
部
分
で

あ
る
が
、
前
年
比
３
千
６
９
６
万
円
の
増
と

な
る
。
国
際
大
会
開
催
に
つ
い
て
は
、
日
米

対
抗
の
開
催
で
１
０
２
万
円
の
増
を
見
込
ん

で
い
る
が
、
大
会
協
賛
や
入
場
料
収
入
が
大

き
く
増
収
に
振
れ
た
場
合
は
、
こ
ち
ら
の
支

出
が
な
く
な
り
、
逆
に
収
入
が
増
加
す
る
部

分
と
な
る
こ
と
か
ら
、
開
催
に
関
係
す
る
支

部
、
お
よ
び
周
辺
の
支
部
協
会
、
関
係
各
位

に
は
入
場
券
購
入
の
協
力
を
依
頼
し
て
い
く
。

登
録
事
業
委
託
費
に
つ
い
て
、
現
在
岡
本
専

務
理
事
兼
事
務
局
長
が
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
訪
問
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し
、
説
明
し
て
い
る
通
り
、
令
和
９
年
度
に

向
け
、
予
定
す
る
チ
ー
ム
登
録
規
程
の
大
幅

改
正
に
合
わ
せ
て
、
シ
ク
ミ
ネ
ッ
ト
の
改
修

で
４
１
６
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
る
。
全

日
本
大
会
委
託
費
に
つ
い
て
は
、
秋
季
小
学

生
大
会
が
試
験
的
に
新
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら

３
２
４
万
円
の
増
。
講
習
会
委
託
費
に
つ
い

て
は
、
各
都
道
府
県
で
の
普
及
事
業
委
託
費

と
し
て
１
０
万
円
を
交
付
す
る
事
業
を
２
０

支
部
で
算
出
し
た
。
ま
た
審
判
員
の
減
少
対

策
と
し
て
、
３
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
委
託
費
を
計

上
し
た
。
消
耗
品
費
は
各
種
講
習
会
の
ボ
ー

ル
等
消
耗
品
の
費
用
増
を
見
込
む
。
経
常
費

用
の
前
年
対
比
は
５
千
３
５
６
万
円
増
の
５

億
８
千
３
５
０
万
５
９
０
０
円
と
な
る
。

　

収
益
事
業
等
会
計
に
お
け
る
収
益
の
特
筆

事
項
は
、
ゴ
ム
ボ
ー
ル
が
新
意
匠
球
の
導
入

初
年
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
各
種
メ
ー
カ
ー

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
用
具
検
定
料

の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
従
来
か
ら
４
％
程
度
値

上
げ
し
た
こ
と
に
よ
り
、
３
千
万
の
増
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
用
具
が
売
れ
る
こ
と
が

前
提
と
な
る
た
め
、
大
き
く
下
回
る
可
能
性

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
協
賛
金
、
補
助
金
等
、

別
途
の
収
入
を
引
き
続
き
模
索
し
て
い
く
。

必
要
な
支
出
は
行
う
も
の
の
、
無
駄
な
支
出

は
避
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

法
人
会
計
に
お
け
る
費
用
の
特
筆
事
項
は
、

国
際
関
係
事
業
費
は
、
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
（
世
界
野

球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
）
総
会
の
開
催
が
な

い
年
度
と
な
る
た
め
減
少
、
法
人
専
門
委
員

会
旅
費
交
通
費
に
つ
い
て
は
、
役
員
改
選
に

伴
う
理
事
会
等
会
議
の
増
、
シ
ク
ミ
ネ
ッ
ト

の
説
明
会
対
応
が
あ
り
増
加
す
る
が
、
国
際

関
係
、
弁
護
士
報
酬
、
役
員
報
酬
の
見
込
み

を
落
と
し
、
１
千
１
９
８
万
円
減
の
８
千
４

３
９
万
円
で
算
出
。
公
益
旅
費
交
通
費
と
同

様
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
運
用
で
は
こ
の
予
算

で
は
収
ま
ら
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

す
べ
て
の
役
職
員
、
委
員
が
節
約
を
心
掛
け

る
こ
と
が
必
要
。

　

収
支
差
額
が
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
で
あ

る
た
め
、
一
般
正
味
財
産
期
末
残
高
は
２
億

１
千
８
９
３
万
８
７
７
５
円
、
指
定
正
味
財

産
３
億
円
を
加
え
た
期
末
残
高
は
５
億
１
千

８
９
３
万
８
７
７
５
円
と
、
前
年
度
と
変
わ

ら
な
い
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

こ
の
説
明
を
受
け
、
次
の
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。

〔
石
川
県
・
河
上
評
議
員
か
ら
の
質
問
〕

　

登
録
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。

先
ほ
ど
石
井
常
務
理
事
の
方
か
ら
登
録
シ
ス

テ
ム
の
改
修
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
の
登

録
規
程
の
改
訂
に
よ
る
も
の
を
反
映
す
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
改
修
は
登
録
シ
ス
テ
ム
、
登
録
規
程

の
過
去
の
も
の
に
関
し
て
は
も
う
す
で
に
改

修
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、

こ
の
改
修
費
用
と
い
う
の
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
改
修
を
想
定
し
た
も
の
か
。

《
石
井
財
務
委
員
長
の
答
弁
》

　

今
年
度
の
改
修
は
中
止
し
て
お
り
、
令
和

９
年
度
の
規
程
大
幅
改
定
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。「
生
涯
種
別
」

に
お
け
る
二
重
登
録
を
可
能
と
す
る
よ
う
な

方
向
で
考
え
て
お
り
、
調
整
を
進
め
て
い
る
。

〔
石
川
県
・
河
上
評
議
員
か
ら
の
質
問
〕

　

登
録
シ
ス
テ
ム
の
改
修
の
中
で
、
参
加
申

込
書
を
シ
ス
テ
ム
の
方
か
ら
印
刷
、
コ
ピ
ー

で
き
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
話
も
出
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
記
憶
し
て
い
る
。

　

現
在
、
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、

お
答
え
願
い
た
い
。

《
石
井
財
務
委
員
長
》

　

登
録
シ
ス
テ
ム
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
参
加

申
込
書
を
出
力
す
る
と
い
う
こ
と
も
当
然
、

視
野
に
入
れ
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
令
和
９
年
度
の
規
程
大
幅
改
修
の
後
、

そ
の
説
明
の
機
会
を
設
け
て
い
く
予
定
で
あ

り
、
そ
の
席
上
で
詳
細
を
説
明
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
。

〔
石
川
県
・
河
上
評
議
員
の
意
見
〕

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
併
せ
て
、
そ

の
改
修
の
中
で
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
、

参
加
申
込
書
、こ
ち
ら
は
今
「
北
信
越
協
会
」

で
は
参
加
申
込
書
か
ら
合
わ
せ
て
ウ
イ
ン
ド

ミ
ル
（
記
録
集
計
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て
も

連
動
し
て
、
シ
ス
テ
ム
化
し
、
エ
ク
セ
ル
を

作
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
作
っ
て
い
て
、
記
録

員
の
負
担
が
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

事
務
局
に
お
い
て
も
同
様
で
、
で
き
る
限

り
「
手
作
業
」
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

部
分
を
軽
減
し
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

シ
ク
ミ
ネ
ッ
ト
の
導
入
で
せ
っ
か
く
「
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
」
が
構
築
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
シ
ク

ミ
ネ
ッ
ト
か
ら
ウ
ィ
ン
ド
ミ
ル
に
リ
ン
ク
さ
せ

る
等
、
う
ま
く
ス
ム
ー
ズ
に
活
用
で
き
る
シ
ス

テ
ム
構
築
の
検
討
・
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

《
岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
の
答
弁
》

　

先
ほ
ど
の
登
録
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
に
つ
い

て
、
現
在
「
二
重
登
録
」
は
認
め
て
い
な
い

が
、
各
都
道
府
県
支
部
協
会
へ
説
明
に
回
り
、

令
和
９
年
に
大
幅
改
訂
を
行
う
予
定
で
あ
り
、

今
後
、
具
体
的
な
方
向
性
が
定
ま
り
、
詳
細

を
詰
め
た
段
階
で
そ
れ
に
沿
っ
た
改
修
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
、
小
学
生
の
チ
ー
ム
が
チ
ー
ム
編
成

に
必
要
な
人
数
を
確
保
で
き
な
い
ま
ま
、
そ

の
年
に
解
散
す
る
と
、
そ
の
県
で
は
、
そ
の

年
度
内
は
登
録
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
深

刻
な
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。「
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
を
や
り
た
い
」「
続
け
た
い
」の
に
、「
で

き
な
い
」「
続
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
状
況

だ
け
は
何
と
し
て
も
避
け
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
の
対
策
が
必
要
だ
と
痛
感
し

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
大
幅
改
定
・
改
修
を

す
る
こ
と
に
な
る
と
と
ら
え
て
い
る
。

〔
千
葉
県
・
井
之
上
評
議
員
か
ら
の
質
問
〕

　

こ
の
質
問
は
も
う
３
回
目
に
な
る
。
審
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判
・
記
録
講
習
会
委
託
費
、
地
区
大
会
開
催

委
託
費
の
件
で
、
以
前
、
財
政
難
を
理
由
に

２
割
カ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
全
国

大
会
委
託
費
も
２
割
削
減
し
た
が
、
全
国
大

会
に
つ
い
て
は
一
昨
年
か
ら
従
前
の
水
準
に

戻
っ
て
い
る
。

　

審
判
の
研
修
に
90
万
の
新
規
事
業
・
新
規

予
算
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
の
に
も
関
わ

ら
ず
、
な
ぜ
こ
の
２
割
カ
ッ
ト
が
す
べ
て
戻

ら
な
い
の
か
不
思
議
で
な
ら
な
い
。
両
方
合

わ
せ
て
１
６
０
万
の
予
算
増
に
な
る
も
の
で

は
あ
る
が
、
昨
年
の
議
事
録
を
見
て
み
れ
ば

わ
か
る
通
り
「
検
討
す
る
」
と
い
う
回
答
が

あ
り
な
が
ら
、
今
回
も
何
の
説
明
も
な
く
、

２
割
カ
ッ
ト
の
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

何
度
も
申
し
上
げ
て
い
る
通
り
、
こ
れ
は

や
は
り
戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
今
回
も
千
葉
県
で
審
判
員
・

記
録
員
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
伝
達
講
習
会
を

開
催
し
た
が
、
高
い
参
加
料
を
設
定
・
徴
収

し
、
大
き
な
負
担
を
お
か
け
し
て
お
き
な
が

ら
、
結
局
は
「
赤
字
」
に
な
る
と
い
う
悪
循

環
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
が
元
に
戻
れ
ば
若

干
で
も
助
か
る
。
地
区
大
会
も
同
様
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
も
従
前
の
水
準
に
戻

れ
ば
少
し
は
運
営
が
楽
に
な
る
。

　

そ
の
総
計
１
６
０
万
が
な
ぜ
捻
出
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
か
理
解
に
苦
し
む
。
修
正

案
を
出
し
て
も
い
い
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は

ち
ょ
っ
と
勘
弁
し
て
く
れ
と
い
う
。
キ
チ
ン

と
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

《
石
井
財
務
委
員
長
の
答
弁
》

　

当
初
予
算
で
４
０
０
０
万
円
の
赤
字
が
計

上
さ
れ
る
状
態
に
あ
り
、
そ
れ
を
何
と
か
プ

ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
に
ま
で
持
っ
て
き
て
い

る
。
何
と
か
赤
字
を
解
消
し
な
け
れ
ば
、
赤

字
幅
を
縮
小
し
な
け
れ
ば
と
の
思
い
で
精
一

杯
で
あ
っ
た
。
誠
に
申
し
訳
な
く
思
う
。
今

後
ま
た
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〔
千
葉
県
・
井
之
上
評
議
員
の
意
見
〕

　

申
し
訳
な
い
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
と
も
う

ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
補
正
予
算
を
組
む
時

期
に
改
め
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。
新
し
い
事

業
は
行
え
る
の
に
、
こ
れ
が
復
活
で
き
な
い

と
い
う
の
は
お
か
し
い
と
思
う
。

　

６
月
の
評
議
員
会
で
の
回
答
を
お
待
ち
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
質
疑
応
答
を
受
け
、
審
議
が
行

わ
れ
、「
第
４
号
議
案
」
に
つ
い
て
賛
否
を

諮
り
、
賛
成
多
数
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案

資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の

見
込
み
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
、
当
期

に
お
い
て
、
重
要
な
資
金
調
達
お
よ
び
設
備

投
資
の
予
定
は
な
い
こ
と
が
説
明
・
報
告
さ

れ
、
本
件
に
つ
い
て
、
賛
否
が
諮
ら
れ
、
全

会
一
致
で
了
承
さ
れ
た
。

　

評
議
員
会
の
議
題
と
し
て
示
さ
れ
た
す
べ

て
の
議
題
が
終
了
し
、
議
長
を
務
め
た
平
井

評
議
員
か
ら
議
事
進
行
へ
の
協
力
に
謝
意
が

述
べ
ら
れ
、
議
長
席
よ
り
降
壇
し
た
。

・
そ
の
他
事
項

※
報
告
・
質
問
事
項

〔
富
山
県
・
廣
瀬
評
議
員
よ
り
能
登
半
島
地

震
復
旧
復
興
支
援
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
用
具
寄

贈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
〕

　

募
金
結
果
（
７
５
万
８
４
７
５
円
）
詳
細

が
報
告
さ
れ
、
当
地
で
の
贈
呈
式
で
輪
島
市

教
育
委
員
会
・
小
川
教
育
長
に
寄
贈
品
を
贈

呈
。
全
46
小
学
校
に
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
の
用

具
を
配
布
。
今
後
は
石
川
県
協
会
を
中
心
に

Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
の
教
室
を
展
開
予
定
。
こ

れ
に
関
し
て
は
ナ
ガ
セ
ケ
ン
コ
ー
株
式
会
社

様
か
ら
10
セ
ッ
ト
、
日
本
協
会
か
ら
も
Ａ
Ｓ

Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
活
用

し
て
い
る
こ
と
が
併
せ
て
報
告
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
支
援
・
協
力
に
対
し
、
心
か
ら
の
感

謝
の
意
が
表
さ
れ
、
同
時
に
現
地
・
能
登
は

ま
だ
ま
だ
復
興
半
ば
の
状
態
に
あ
り
、
今
後

も
変
わ
ら
ぬ
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
の
協

力
要
請
が
あ
っ
た
。

〔
福
井
県
・
吉
田
評
議
員
か
ら
の
質
問
〕

　

前
回
の
評
議
員
会
で
質
問
し
、
回
答
を
得

て
い
る
が
、
シ
ク
ミ
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
全

日
本
大
会
申
込
シ
ス
テ
ム
の
説
明
講
習
会
は

あ
る
の
か
。
あ
る
の
な
ら
ば
期
日
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

《
岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
の
答
弁
》

　

結
論
の
み
申
し
上
げ
る
と
、
本
年
度
の
説

明
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
前
回
評
議
員

会
で
も
多
少
触
れ
、
現
在
私
が
各
地
区
へ
回

り
、
そ
こ
で
も
説
明
し
て
い
る
が
、
チ
ー
ム

登
録
規
程
の
大
幅
な
改
定
を
計
画
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
は
登
録
人
数
が
減
少

の
一
途
を
た
ど
る
現
状
に
対
し
、
例
え
ば
生

涯
種
別
に
お
け
る
重
複
登
録
に
つ
い
て
、
同

一
種
別
に
お
け
る
県
ま
た
ぎ
登
録
や
主
に
競

技
種
別
登
録
者
に
課
し
て
い
る
制
限
の
緩
和
。

チ
ー
ム
登
録
時
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
ナ
ン
バ
ー

登
録
を
や
め
、
大
会
参
加
申
込
時
に
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
ナ
ン
バ
ー
を
申
請
す
る
形
と
す
る
等
、

そ
れ
ら
が
議
論
さ
れ
て
い
る
最
中
に
あ
る
。

こ
れ
ら
が
子
ど
も
た
ち
の
世
代
の
指
導
者
に

よ
る
勝
利
至
上
主
義
か
ら
く
る
チ
ー
ム
戦
力

増
強
の
た
め
の
い
わ
ゆ
る
囲
い
込
み
と
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策

が
取
れ
る
の
か
、
慎
重
な
議
論
が
必
要
な
一

方
、
押
し
寄
せ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
機

会
喪
失
の
波
を
一
刻
も
早
く
回
避
す
べ
く
結

論
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
板
挟
み
の
状

態
で
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
は

事
実
で
あ
る
。

　

理
事
会
で
も
様
々
な
指
摘
が
な
さ
れ
、
意

見
を
頂
戴
し
、
最
適
解
を
求
め
、
議
論
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
チ
ー
ム
登
録
規
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程
の
改
定
に
合
わ
せ
て
、
シ
ク
ミ
ネ
ッ
ト
も

改
修
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら

は
何
と
し
て
も
令
和
９
年
度
に
実
施
す
る
た

め
に
、
検
討
の
速
度
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
チ
ー
ム
登
録

料
の
制
度
や
重
複
免
除
の
変
更
も
行
う
こ
と

に
な
る
た
め
、
遅
く
と
も
次
回
６
月
の
評
議

員
会
に
お
い
て
提
案
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
あ
り
、
ご
質
問
の
説
明
会
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
も
含
め
て
お

り
、
本
年
６
月
の
評
議
員
会
に
は
、
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
示
せ
る
と
考
え
て
い
る
。

〔
若
林
評
議
員
か
ら
の
質
問
〕

（
１
）
女
子
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
強
化
合
宿

に
つ
い
て
、
高
崎
は
糸
井
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
、
大
村
は
幸
運
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
を
締
結
し
、

支
援
を
受
け
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
宇
津
木

麗
華
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
自
身
が
働
き
か
け
、
実

現
し
た
も
の
と
聞
い
て
い
る
。

　

宇
津
木
麗
華
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
は
日
本
協
会

の
副
会
長
で
も
あ
る
と
は
い
え
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
界
の
看
板
で
あ
る
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代

表
の
強
化
合
宿
も
十
分
に
行
え
ず
、
ヘ
ッ
ド

コ
ー
チ
自
ら
ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
に
奔
走
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
を
、
会
長
は
ど
う
受

け
止
め
て
お
ら
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
打
開
策
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
お
聞

か
せ
願
い
た
い
。

《
牧
島
会
長
の
答
弁
》

　

ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
女
子

Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
の
強
化
合
宿
は
じ
め
、
こ

こ
か
ら
２
年
間
、
Ｌ
Ａ
28
の
金
メ
ダ
ル
に
向
け

て
多
く
の
応
援
団
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
間
違
い
な
く
、
そ
う
い
う
趣
旨
で
の
ご

質
問
だ
ろ
う
と
理
解
し
て
い
る
。
一
種
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
の
形
で
、
宇
津
木
麗
華
副
会
長

が
二
社
の
大
変
大
き
な
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
を

獲
得
し
て
い
た
だ
き
、
私
自
身
も
こ
れ
か
ら

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終
わ
り
、
夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表

の
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
す
る
準
備
に
入
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
ま
で
日
本
協
会
の
方

で
ス
ポ
ン
サ
ー
を
お
願
い
す
る
場
合
に
は
、
大

き
な
額
で
は
１
０
０
０
万
円
ま
た
は
７
０
０

万
円
と
い
っ
た
よ
う
な
額
で
の
ス
ポ
ン
サ
ー
を

募
集
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら

先
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
つ
い
て
は
、
５
０
０
万
円
、

３
０
０
万
円
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
よ
り
少

額
で
あ
っ
て
も
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
し
て
い
た
だ

く
企
業
の
数
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

も
意
識
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

せ
っ
か
く
ご
質
問
い
た
だ
い
た
の
で
、
評

議
員
の
皆
さ
ま
の
周
り
に
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
応
援
団
企
業
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
へ
の
支
援
を
お

声
が
け
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道

府
県
関
係
者
か
ら
も
ご
紹
介
・
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
２
年
前
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
し
か
な
か
っ
た
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
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ッ
ク
の
実
施
競
技
で
は
な
か
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
優
勝
チ
ー
ム
」

と
し
て
、
首
相
官
邸
で
当
時
の
岸
田
文
雄
総

理
に
優
勝
報
告
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
ご
縁
も
あ
っ
て
、
今
、
岸
田
文
雄
元
総
理

が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
議
員
連
盟
の
会
長
と
し
て
、

国
会
議
員
の
中
で
も
応
援
団
を
作
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

活
用
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
全
国
に
「
応
援
の

輪
」
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
今
年
９
月
末
に
は
、
愛
知
県
安
城

市
で
「
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
」（
２
０

２
６
／
愛
知
・
名
古
屋
）
が
開
催
さ
れ
、
11

月
に
は
「
日
米
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
の
開

催
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
界

全
体
を
盛
り
上
げ
、
Ｌ
Ａ
28
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
先
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス
ベ
ン

に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
強
く

し
て
い
る
。
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
２
）
前
指
導
者
委
員
長
に
つ
い
て

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
の
告
発
が
あ
っ
た
と

さ
れ
、
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
加
盟
チ
ー
ム
の
Ｇ
Ｍ
退

任
も
そ
の
こ
と
と
結
び
つ
け
て
伝
え
ら
れ
た

が
、
そ
の
後
、
日
本
協
会
と
し
て
事
実
関
係

の
調
査
等
を
行
っ
た
の
か
、
実
施
し
て
い
れ

ば
そ
の
結
果
等
、
ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

《
岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
の
答
弁
》

　

同
氏
の
件
に
つ
い
て
は
、
日
本
協
会
と
し

て
事
実
関
係
の
調
査
を
行
い
、
一
昨
日
に
倫

理
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
を
開
催
し
、

本
日
の
理
事
会
で
も
議
論
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
も
含
ま

れ
て
お
り
、
質
問
へ
の
回
答
と
し
て
は
、
理

事
会
で
適
切
な
手
続
き
を
取
っ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

〔
若
林
評
議
員
の
意
見
〕

　

昨
年
度
か
ら
外
部
評
議
員
と
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
の
み
な
ら
ず
、
男
子

Ｕ
23
に
つ
い
て
も
今
ま
で
以
上
に
関
心
を
持

ち
、
心
配
し
て
い
た
。
今
後
、
男
子
・
女
子

と
も
に
選
手
た
ち
が
心
配
な
く
競
技
に
集
中

で
き
る
、
強
化
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え

て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
切
に
願
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ま
た
注
目
度
が
高
ま
る
中

で
、
よ
り
厳
し
い
目
が
注
が
れ
る
こ
と
に
な

る
こ
と
を
意
識
し
、
関
係
者
一
同
も
う
一
度

襟
を
正
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
に

努
め
ら
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

〔
千
葉
県
・
井
之
上
評
議
員
か
ら
の
質
問
〕

　

前
記
録
委
員
長
と
し
て
発
言
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。
実
は
今
、
記
録
委
員
長
、
指
導

者
委
員
長
等
、
何
人
か
の
委
員
長
が
理
事
に

な
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
理
由
は

ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
の
関
係
も
あ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
も
う
少
し
柔
軟
な
形
で
の
運
用
は

で
き
な
い
の
か
。
た
と
え
ば
委
員
会
の
委
員

長
、
副
委
員
長
に
女
性
を
登
用
し
、
そ
の
方

に
理
事
に
な
っ
て
い
た
だ
く
と
か
の
方
策
は

と
れ
な
い
の
か
、
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

《
岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
の
答
弁
》

　

分
か
り
ま
し
た
。
と
…
…
私
が
言
え
る
立

場
で
は
な
く
、
上
部
統
括
団
体
か
ら
様
々
な

制
約
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
上
の
取
り
決
め
が
あ
り
、

外
部
理
事
25
％
、
７
名
以
上
選
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
い

た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
。

〔
岡
山
県
・
金
田
評
議
員
か
ら
の
質
問
〕

　

昨
年
の
こ
の
２
月
の
評
議
員
会
で
、
会
長

に
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
今
、
岡
本

専
務
理
事
が
事
務
局
長
を
兼
務
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
前
向
き
に
早
め
に
解
消
さ
せ
る

方
向
で
進
め
る
、
と
の
回
答
で
あ
っ
た
は
ず

が
、
現
在
も
そ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
い
て
い

る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
的
に
も
健
全
な
状
態
と
は

言
い
難
い
の
で
は
な
い
か
。

《
牧
島
会
長
の
答
弁
》

　

専
務
理
事
が
事
務
局
長
を
兼
務
し
て
い
る

団
体
が
他
に
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
理
想

形
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
と
私
自
身
も
感
じ

て
い
る
。
専
務
と
事
務
局
長
の
兼
務
と
な
ら

な
い
方
向
で
検
討
し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、

こ
の
状
態
が
早
く
解
消
で
き
る
よ
う
に
準
備

は
進
め
て
い
る
。

〔
金
田
評
議
員
の
意
見
〕

　

あ
れ
か
ら
一
年
が
経
ち
、
同
じ
状
況
が
続

い
て
い
る
。
こ
の
一
年
間
で
ど
の
よ
う
な
動

き
が
あ
り
、
今
後
い
つ
ま
で
を
目
処
に
、
そ

れ
が
実
現
す
る
の
か
、
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

《
牧
島
会
長
の
答
弁
》

　

専
務
理
事
に
関
し
て
は
、
こ
の
６
月
の
役

員
改
選
と
関
わ
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
選
考

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
動
き
始
め
る
こ
と
に

な
る
。
現
時
点
で
、
私
が
会
長
と
し
て
専
務

理
事
に
つ
い
て
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ず
、

選
考
委
員
会
に
お
け
る
手
続
き
に
則
っ
て
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
か
申
し
上
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
事
務
局
体
制
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

次
長
が
一
人
と
い
う
状
況
で
、
事
務
局
長
と

し
て
岡
本
専
務
も
、
で
き
る
だ
け
東
京
で
の

事
務
局
の
業
務
、
ま
た
リ
モ
ー
ト
に
お
け
る

相
談
体
制
、
監
督
体
制
と
い
う
の
は
取
っ
て

き
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
会

長
と
し
て
、
順
次
報
告
を
受
け
て
き
た
、
と

い
う
こ
と
は
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
。

　

こ
ち
ら
も
人
事
に
関
す
る
こ
と
で
、
現
時

点
で
発
表
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
、
専
務
と
事
務
局
長

の
兼
務
は
解
消
す
る
方
向
で
加
速
し
、
準
備

を
進
め
て
い
る
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

〔
岡
山
県
・
金
田
評
議
員
の
意
見
〕

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
の
２
月

に
も
同
じ
よ
う
な
質
問
を
し
な
い
よ
う
に
、

ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討
・
対
応
願
い
ま
す
。

《
岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
か
ら
補
足
》

　

そ
れ
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
２
月

に
も
こ
の
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
あ
り

得
ま
せ
ん
。
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去
る
２
月
23
日
、
東
京
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｓｐ

ｏ
ｒ
ｔ　

Ｏ
ｌｙ
ｍ
ｐ
ｉ
ｃ 

Ｓｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ
」
14

階
・
岸
清
一
メ
モ
リ
ア
ル
ル
ー
ム
を
会
場
に

「
普
及
本
部
会　

ア
ン
ダ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
Ｕ

15
）
普
及
部
会　

連
絡
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
、

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
（
中
学
世
代
）
に
関
わ
り
、

各
都
道
府
県
の
実
状
に
精
通
し
て
い
る
代
表

者
47
名
を
招
集
。
公
益
財
団
法
人
日
本
中
学

校
体
育
連
盟
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
専
門
部
か
ら
提

供
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
き
、
公
益
財
団
法
人

日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
各
都
道
府
県

支
部
協
会
に
打
診
し
、
選
出
さ
れ
た
代
表
者

47
名
の
う
ち
、
39
名
が
出
席
。
代
理
出
席
４

名
、
欠
席
４
名
で
会
議
が
行
わ
れ
た
。

普及本部会
アンダーカテゴリー（U15）

普及部会　連絡会義
２０２６年₂月23日

東京「Japan Sport Olympic Square」

「組織体制」（組織構成）
　各都道府県において、ジュニア世代（中学世代）
に関わり、各都道府県の実状に精通している代表
者が選出されており、その多くは中体連からの選
出であるが、あくまでも「日ソ協の事業」であり、
この会議の場で、何かを決定する権限を有してい
るわけではなく、日ソ協の方針、事業実施の方向
性の確認や中学生の指導現場、活動現場における
実状に即した効率的・効果的な事業展開を行って
いく上での意見交換、意思疎通を目的とした「連
絡調整」「情報共有」を目的とした会議である。

今後の対応
　「普及部会連絡会」を年度１回、オンラインでの開催を基本とし、開催。必要に応じて参集方式で行う
ことや臨時で会議開催を招集する場合がある。この会議はあくまでも日ソ協普及本部会のもとに設置さ
れる情報伝達・意見交換の場であり、最終的な意思決定は、普及本部会での審議を経て、常務理事会・
理事会・評議員会等、日ソ協の機関決定手続き、プロセスを踏んだ上で行われる。

「役割」
　日ソ協サイドの「普及本部会」、「Ｕ15」世代関
連の情報の共有、共通認識の醸成と迅速な伝達を
可能にするためのものであり、各都道府県・各地
域の「現場」の意見、現状の課題の収集・把握、
円滑な部会への連絡を実現し、「全中」に代わる
男子大会の創設、また、今後見直しが予定されて
いる女子についても対策を講じるべく意見交換を
行い、具体的な施策を打ち出していく道筋を作っ
ていく役割を担うものである。

（公財）日本ソフトボール協会・岡本友章専務理事兼事務局長 挨拶骨子

（公財）日本ソフトボール協会・磯谷理義普及本部長 挨拶骨子

　ソフトボールの競技人口が減り、チーム登録数も減少し、今後のソフトボール界の『未来』を展望
し、さらなる発展を願うとき、ソフトボールの置かれた現状は危機的状況にある。特に中学生においては、
部活動の地域移行・地域展開が叫ばれ、令和９年度から「全中」（中体連主催、日ソ協と共催の中学生
の全国大会。高校生の「インターハイ」にあたる歴史と伝統があり、最もグレードの高い大会）の「男
子ソフトボール」が外されることが決まっている。
　本協会としても中学生男子のそれに代わる大会の開催を検討中で、現在すでに開催されている「全日本
中学生大会」「都道府県対抗全日本中学生大会」との棲み分けや位置づけ等の見直しも行い、中学生の新た
な「目標」となるような大会を創設していきたいと考えている。ソフトボールの「未来」「将来」を考えたとき、
このアンダーカテゴリー（Ｕ15）の存在が大きなカギを握っていることは間違いなく、本協会の行く末、命
運を握っているといっても過言ではない。この連絡会議を通じて、中学生の指導に直接携わり、活動の現場、
最前線に立つ皆さまの忌憚のないご意見をお聞きし、ともに改革への道を歩んでいければと思っている。

　ソフトボールのさらなる普及を考えたとき、アンダーカテゴリーの段階から、いかにソフトボールに
目を向けさせ、取り込んでいくかが大きな課題となっている。本協会では、幼児期からのベースボール
型スポーツへの導入段階として「ASOBALL」を研究・開発し、学校の体育授業での展開を見据えた「学
校体育ソフトボール」等、ソフトボールの普及に向けた取り組みに力を注いでいるが、競技人口・チー
ム登録数の減少に歯止めがかからない状況にある。そのためにも本協会と中体連が連携を密にし、今、
実際に中学校の置かれた状況がいかなるものなのか、今後へ向け、どのような施策を打ち出すべきかを、
現場を一番知っている皆さまの意見をお聞きしながら考えていきたいと思っている。
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【日ソ協】→協会登録制度により競技環境を整備し、「全日本中学生大会」「都道府県対抗全日本中学生大
会」を単に大会へ参加するだけにとどまらず、全国の中学生が交流する場として確保

【日ソ協】→人材発掘・育成を目的とした「MIRAI事業」を大会開催とどうリンクさせ、効果的な事業に
していくべきか、その位置づけやあり方を検討

【会議出席者】→試合の勝敗、大会の結果は出るにしても、それがイコール学校・クラブの優劣を決める
のではなく、競技成績優秀な一部の学校、クラブに人材が集中することなく、「どの立場の子どもも排
除されない仕組み」を考えていかなくてはならない

【日ソ協】→一人の選手が複数チームへ登録し、学校の「部活動」のチームにも、地域の「クラブ」チー
ムにも登録を可能とする施策を考えている

【会議出席者】→その場合、大会の出場要件を精査する必要性が生じ、どのような位置づけの、何を目的
とした大会なのか、大会の枠組みや制度設計まで見直しが必要となる可能性がある

【会議出席者】→従前の「在住もしくは在学の都道府県で一人１チーム」というチーム登録規程は、競技
力の公平性はもちろん、生活圏と競技圏を一致させるための「ルール」として機能してきた

【日ソ協】→「県境に居住しており、道路一つ挟んだ向こう側、河川一つ挟んだ向こう側の県には登録できる
チームがあるのに、現在の居住地には登録できるチームが存在しない」といった問題や「仲のよい友だちと
一緒のチームで登録したい」「県をまたいで両方のチームで登録できないか」といった要望があるのも事実

【日ソ協】→子どもの数が少なくなる、少なくなっているという「現実」を踏まえて考えれば、「チーム
登録規程の緩和」の流れは止められないのでは

【会議出席者】→「学校」「家庭」「練習場所までの移動距離」「安全管理」等の面を考え、特に「中学生」
という年齢を考えると「教育的配慮」は必須

【会議出席者】→中体連の全国大会での競技が廃止され、競技人口の地域偏在が激しく、「登録規程を緩
和しないと、そもそも競技が成り立たない」地域が数多く存在する男子と、登録数の減少が激しいとは
いえ、中体連の全国大会での競技が存続し、学校部活動、クラブ、協会主催大会が複雑に絡み、現在、
辛うじてその均衡を保っている女子ではかなり置かれた状況、事情が異なる

【会議出席者】→制度を変更すれば「救われる人」が生まれる一方で、従前の制度によって「守られてき
た秩序」が崩れてしまう可能性がある

【会議出席者】→すでに登録・出場が認められている「合同チーム」の問題と並行し、「大会出場要件」で制限・
緩和する方向で令和９年（2027年）の男子大会で運用。女子の大会での運用も見据えてその試金石とする

・競技人口が減少し、「チームが成立しない」地域が増加
・「ソフトボールをやりたいが所属できるチームがない」という状況
・学校部活動が急激に縮小する「現実」
・学校部活動が「当たり前の受け皿」ではなくなりつつある状況
・指導者の不足、地域差の拡大
・「学校完結型」であった部活動が「地域と連携する教育活動」へと転換する「過渡期」

【会議出席者】→「土・日は学校部活動の禁止」を打ち出している都道府県もあり、その場合、土・日の
試合の引率はどうするのか、試合や練習は誰が指導するのか、制度やルールの方が先行してしまい、指
導現場が追いついていない

【会議出席者】→土・日は部活動の指導ができないため、先生方が「教員」という立場ではなく、「地域
の一人」に戻り、指導してはどうか

【日ソ協】→その場合の扱いや手当てをどうするのか、そもそもそれでは「働き方改革」にはならないのでは
【会議出席者】→「教育としての部活動」と「競技としてのクラブ」の境界が曖昧になってしまいかねない
【会議出席者】→指導責任の所在の曖昧化、経済格差・情報格差が競技格差に直結する可能性等々……「競
技環境の自由化」という名のもとで「選択できる家庭だけに自由を与える」という構造となる恐れがある

普及本部会 アンダーカテゴリー（Ｕ15）普及部会 連絡会議 討議内容 ※詳細レポートはこちら

論点１ チーム登録規程の緩和 複数チームへの登録を可能にする

論点２ 部活動の地域移行・展開 教員の働き方改革

【現状認識】中学生世代を取り巻く現状
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２０２６年度 大会日程・参加割当表・大会使用球

全日本大会日程【競技種別】

全日本大会日程【生涯種別】

第５９回日本女子リーグ日程

第５５回日本男子リーグ日程

ニトリ JD. LEAGUE ２０２６日程

※写真をクリックすると各日程がご覧になれます

https://www.softball.or.jp/game/tournament2026/
https://www.softball.or.jp/life/tournament2026/
https://jdleague.jp/games/month/
https://www.softball.or.jp/league/mens/tournament2026/
https://jsl-women.com/games/month/
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女子TOP

女子大学

女子Ｕ15

男子Ｕ18

男子Ｕ23

©WBSC ©WBSC-ASIA

２０２６ 国際大会日程
（女子TOP・女子大学・女子Ｕ15・男子Ｕ23・男子Ｕ18）

２０２６ 全日本大会参加割当表

２０２６ 全日本大会使用球

https://www.softball.or.jp/national/tournament2026/
https://www.softball.or.jp/announcement/pdf/wariate2026.pdf
https://www.softball.or.jp/announcement/pdf/ball2026.pdf


（30）第 493 号　 2026年（令和８年）４月10日

〝
未
来
へ
の
逸
材
、
光
輝
け
〟

　

鹿
児
島
県
の
小
学
生
男
女

１
３
３
チ
ー
ム
が
熱
戦
展
開
！

　

去
る
２
月
22
日
・
３
月
１
日
・
３
月
８
日

（
女
子
は
２
月
23
日
・
２
月
28
日
）、
第
52

回
を
数
え
る
「
鹿
児
島
県
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
鹿
児
島
県
内

の
小
学
生
男
女
「
１
３
３
チ
ー
ム
」
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
た
。

　

「
鹿
児
島
県
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
は
県
内
最
大
規
模
の
大
会
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
選
手
た
ち
に
と
っ
て
も
県
内
各

地
域
の
ラ
イ
バ
ル
を
相
手
に
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
で
き
る
「
絶
好
の
機
会
」
と
な

っ
て
い
る
。

　

今
回
も
開
催
に
先
立
っ
て
主
催
の
南
日
本

新
聞
社
が
大
会
の
組
み
合
わ
せ
・
出
場
チ
ー

ム
の
紹
介
を
行
い
、
開
幕
を
大
々
的
に
Ｐ

Ｒ
！ 

大
会
期
間
中
も
新
聞
の
紙
面
を
通
じ

て
熱
戦
の
模
様
（
選
手
た
ち
の
頑
張
り
）
を

報
道
し
た
。

事
務
局
だ
よ
り

↑第52回大会のプログラム（表紙）

今回も南日本新聞社が開幕を大々的にPR↓

子
ど
も
た
ち
の
「
未
来
」

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
輪
を

広
げ
て
!!
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